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１ 自然を愛し、水と緑の美しいまちをつくります。

１ 思いやりを大切にし、笑顔があふれる家庭とまちをつくります。 

１ ルールを守り、安心して暮らせるまちをつくります。

１ 生涯にわたり楽しく学び、文化の高いまちをつくります。 

１ 働く喜びを持ち、活気あるまちをつくります。

平成１４年１月１５日制定 

■ 市の鳥／ハクセキレイ 
 平成９年１月、市制施行２５周年を記念し

て、市内に繁殖する約２０種類の鳥の中から

指定されました。 
 ハクセキレイは、古来より水辺を守る鳥と

して大切にされてきた水鳥で、長い尾を振り

ながら歩くので別名「石たたき」とも呼ばれ

ています。 
 四季を問わず観察でき、綾瀬川や中川など

市内の各所で見かけることができます。 

■ 市の木 …… いちょう  ■ 市の花 …… くちなし  ■ 市の花 …… 花桃 

（昭和 58 年 5 月 14 日） （昭和 58 年 5 月 14 日）  （平成 26 年 11 月 28 日）

 自然を愛する心を高め、水と緑の豊かな八潮をめざして、市の木と市の花が定められました。

この憲章を定めます。

市 民 憲 章

わたくしたちは、八潮市民であることに

誇りと自覚をもち、 
明るく住みよい、豊かで平和なまちを築くため 
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教育委員会会議、秘書事務、規則の制定改廃、叙

位叙勲・表彰の手続、公印の管理、職員の人事・

辞令交付、教育費予算・決算の統括、入学準備金

教育資金の貸付、学童保育所に関すること

教育財産の管理、教育施設設備の整備、教材・教

具等の購入、物品の検査

学校のＩＣＴ教育、ＩＣＴ化に係る総合的企画及

び調整、ＩＣＴ活用指導力の向上のための教職員

研修、教科用図書の無償給与に関すること

社会教育審議会、青少年健全育成審議会、青少年

健全育成、家庭教育・生涯学習の推進、やしお市

民大学及び大学院、人権教育・啓発の推進、公民

館及び図書館との連絡調整

公民館講座、文化活動の推進、八幡・八條公民館

施設の管理・運営

図書等の情報提供、八幡・八條図書館施設の管理

・運営

委 文化財保護審議会、文化財調査委員、歴史的芸術

文化の振興、文化財保護団体の育成、文化財の保

存と活用、地域文化の振興、資料館協議会、施設

の運営及び維持管理、公文書の選別・収集・保存

及び公開、諸資料の収集・整理及び保存、資料の

展示及び活用、資料についての専門的知識の啓発、

市史編さん物の刊行・頒布

学校の組織及び編制、通学区域の設定改廃、通学

路の安全確保、学齢簿の編製保管、児童生徒の就

学、教職員の人事・服務、学校教育に係る調査・

統計・管理、就学援助

児童・生徒及び教職員の健康管理、災害共済給付、

学校の環境衛生及び安全管理の指導、学校給食の

計画・指導

小中一貫教育の計画、教育課程及び学習指導、生

活指導、小・中学校間の連携に関すること

学校経営・運営に対する指導助言、教職員研修、

教育課程・学習指導、生徒指導・進路指導、特別

支援教育、学校保健・学校安全教育、人権教育、

教育研究団体、社会科副読本、教科用図書の採択

不登校児童生徒の適応指導、発達・就学相談、教

育相談・自立支援指導

※令和７年４月から組織改正により、教育総務課の幼稚園無償化の事務が子ども家庭部保育幼稚園課に、

就学援助事務が学務課に、保育幼稚園課の学童保育所に関する事務が教育総務課に移管されました。

指 導 係

庶 務 係

教育委員会事務局組織と主な事務

公 民 館 係

図 書 館 係

八

潮

教育総務課

社会教 育係

兼青少 年係

保 護 係

教

市

部

教

学 務 係

育育

育

社会教育課

文 化 財
保 護 課

小 中 一 貫
教育指導課

教

員

会

長

小 中 一 貫

文 化 財

保健給 食係

教育相 談所

教 育 係

学 務 課

学校Ｉ ＣＴ
推 進 係

新設小学校の運営準備に関すること

新設小学校の整備に関すること

施設管 理係

新設小学校
準 備 室

運営準備担当

整 備 担 当
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自然・地理

　八潮市は埼玉県の東南端に位置し、北から西にかけて綾瀬川・伝右川
でんう

を境にして草加市、

東は中川を境にして三郷市、南は大場川を境にして東京都葛飾区と垳
がけ

川を境にして足立区と

接する。中川低地の中程の沖積地の海抜３メートル程の低湿地帯であり、河川沿いには土砂

が堆積して自然堤防と呼ばれる微高地が形成されている。

　市域は、東西が５．２３キロ、南北が７．４５キロの花瓶型の地形で、ほぼ中央を南北に

葛西用水と八條用水が南流し、各河川に囲まれる。そのためか八潮は水生植物が繁茂し、

水辺の織り成す景観に富んでいる。

古代・中世

　人々は自然堤防上に住み、湿地を開墾して生活し始めるようになった。八條
はちじょう

では平安時代

の集落跡が確認されている。市域は平安時代末から鎌倉時代にかけ、大河戸御厨
みくりや

八條郷

域にあった。当時の大河戸御厨は岩槻以南の広大な荘域で、八條郷の地頭は、武蔵七党の

野与党の箕匂
みのわ

経光の五男渋江五郎光平
みつひら

が八條を本貫地とし八條五郎光平と名乗った。

　延文
えんぶん

６年（１３６１）の『市場
いちば

之
の

祭
さい

文
もん

』に定期市のひとつとして八十市 （八條）の名が

記され、また、鶴ケ曽根・大堺（大瀬）に河関が置かれるなど、市域は旧利根川沿いの外海

を航海する大型の船が遡航
そこう

する舟運の要衝として栄えた。

近　　　世

　江戸時代の市域は２０の村に分かれていたが、その多くは１６００年前後に成立したと言

い伝えられている。幕府の新田開発政策の下で中川低地の開発が進み、市域周辺では八條用

水や葛西用水の開削、綾瀬川の直道化や人工堤防の構築がなされた。それにより豊かな耕作

地が生まれ、市域は江戸の近郊農村としてその食生活を支えた。

近　現　代

　明治維新の新政府のもと慶応４年（１８６８）７月２日に武蔵知県事支配となったが、

明治２年（１８６９）１月１３日に小菅県がおかれて小菅県知事の支配地となり、そして

同４年（１８７１）１１月１４日には埼玉県の管轄となった。同１２年（１８７９）の

郡制施行に伴い南埼玉郡の村となり、そのうち後谷村は南後谷村、川崎村は南川崎村と

改名した。

　明治２２年（１８８９）４月１日の町村制の施行に伴い、八條村・鶴ケ曽根村・伊草村・

松之木村・小作田村・立野堀村の６か村が合併して八條村に、綾瀬川沿いの南後谷村・

柳之宮村・西袋村・上馬場村・中馬場村・大原村・大曽根村・浮塚村の８か村が合併して

八幡
やわた

村に、中川沿いの二丁目村・木曽根村・南川崎村・伊勢野村・大瀬村・古新田村・

垳村の７か村が合併し潮止
しおどめ

村となった。

　その後、昭和３１年（１９５６）に八條村・八幡村・潮止村の３か村が合併して八潮村と

なった。八條村のうち立野堀地区は草加町に合併した。

　そして同３９年（１９６４）に八潮町になり、同４７年（１９７２）には八潮市となっ

た。平成１７年（２００５）８月２４日には、つくばエクスプレスが秋葉原駅からつくば駅

まで開通し、駅を中心に区画整理事業による都市基盤の整備が進められ、まちの様相は大き

く変化してきている。

八 潮 の 沿 革
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八潮第三中学校 八條中学校

八潮第四中学校 八幡中学校

八潮第十小学校 柳之宮小学校

八幡中学校

八條中学校 八潮中学校 八潮中学校

尋 小
常 学

八潮第九小学校 大原小学校校

八潮第八小学校 大瀬小学校二 常

幡 25 幡 32
第 尋

八潮第六小学校 中川小学校
校

八潮第七小学校 八條北小学校八 明 八 明

浮塚学校

校 校

小 校
学

尋 高 小
常

松之木小学校

学 学

常 等 学

等 校

八潮第五小学校

尋 常 高 学

大曽根学校 4 一

民5 常 3袋 八潮第四小学校 大曽根小学校
・ 第

幡 32 尋25
田明 八 明

4
・ 尋 ・ 国 ・

16

上馬場学校 西 明 八 明 八
19 幡 22 幡

八 昭 八幡小学校 八潮第三小学校 八幡小学校和 37 幡 2 幡

学
校

八 明 八 昭

学

学 等 校

木曽根学校

校

校 小

常 10
大瀬学校 4 常 9 民 4

小 高 学

34 止 16
・ 尋 ・ 尋 ・ 国 ・

潮止小学校 八潮第二小学校 潮止小学校崎 19 止 25 止
潮 明 潮 昭

常 8
小
学
校

尋 ・

鳴鶴学校

川崎学校 川 明 潮 明

八 明

校 校 小
学
校

條 25

学 学 等 校

4 民 4
小 高 学

8 常 11 常
立野堀学校 4 8 常

尋 ・学 学
校 校

国 ・・ ・ 尋 ・ 尋 ・

八條小学校草 19 條 22 草 25 條 42 條
八 大 八 昭 八條小学校 八潮第一小学校9 條 16

学 校 変 遷 図

八條学校 伊 明 八 明 伊 明 八 明
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国指定重要文化財　　　　　　  

埼玉県指定・選択文化財

国指定重要文化財

和井田家住宅

八潮市指定文化財 県指定有形文化財

絹本着色虚空蔵菩薩像

市指定有形文化財

延宝２年垳万人の塔

所有者・（管理者）

觀音寺

清勝院

專稱寺

員数種類

八潮市

個人

個人

清勝院

清勝院

１棟

１基

１基

建

建

建

１軀

清勝院

常然寺

專稱寺

專稱寺

１幅

１幅

１軀

１軀

２軀

１幅

円空作木造愛染明王座像
えんくうさくもくぞうあいぜんみょうおうざぞう

木造不動明王立像
もくぞうふどうみょうおうりゅうぞう

紙本着色不動明王二童子像
しほんちゃくしょくふどうみょうおうにどうじぞう

１棟

木造
もくぞう

阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

立像
りゅうぞう

各１棟太田家
お お た け

住宅
じゅうたく

・
 

蔵
くら

彫

紙本着色八條殿社神像
しほんちゃくしょくはちじょうでんしゃしんぞう

彫

名　　　　称

清勝院山門
せいしょういんさんもん

延宝
えんぽう

２年垳
ねんがけ

万人
まんにん

の
 

塔
とう

寛文
かんぶん

９年
ねん

弥陀
み だ

庚申塔
こうしんとう

旧藤波家住宅
きゅうふじなみけじゅうたく

木造聖観音菩薩立像
もくぞうしょうかんのんぼさつりゅうぞう

絹本着色理趣会曼荼羅図
けんぽんちゃくしょくりしゅえまんだらず

絵

絵

絵

彫

彫

建

建

有

有

有

有

有

選

種別

有

無 八潮市
や し お し

の
　　　

オビシャ

初山　寛

大熊敏男

弓ぶち保存会

鶴ヶ曽根上久伊豆

神社まつり保存会

木曽根氷川神社

神社まつり保存会

鶴ヶ曽根下久伊豆

大瀬獅子舞保存会

八潮市内指定・登録文化財一覧

所有者・（管理者）

清勝院

大経寺

所有者・（管理者）

個人

絹本着色虚空蔵菩薩像
けんぽんちゃくしょくこくうぞうぼさつぞう

民

員数種別

有

種別

種類

大瀬
お お ぜ

の
　

獅子舞
し し ま い

円空作
えんくうさく

木造
もくぞう

千手
せんじゅ

観音
かんのん

立像
りゅうぞう

有

１幅絵

建

種類

２人

２棟

員数

１軀

名　　　　称

和井
わ い

田家
だ け

住宅
じゅうたく

名　　　　称

彫

有

有

無 長板中型
ながいたちゅうがた

無

有

有

有

有

有
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市指定無形民俗文化財

二丁目の獅子舞

市指定記念物（史跡）

国登録文化財 幸田一族の墓域

八潮市登録文化財

国登録文化財

恩田家住宅主屋

（令和７年４月１日現在）

種別　有＝指定有形文化財、無＝指定無形文化財、民＝指定民俗文化財、記＝指定記念物、選＝選定・

　　　選択文化財

種類　建＝建造物、絵＝絵画、彫＝彫刻、書＝書跡・典籍・古文書、考＝考古資料、歴＝歴史資料、有

　　　＝有形民俗文化財、無＝無形民俗文化財、史＝史跡、天＝天然記念物、技＝保存技術

建 八條八幡神社本殿
はちじょうはちまんじんじゃほんでん

１棟 八條八幡神社

建 恩田家
お ん だ け

住宅主屋
じゅうたくおもや

・蔵
くら

各１棟 個人

書 高橋家
たかはしけ

文書
もんじょ

2724点 個人

種類 名　　　　称 員数 所有者・（管理者）

書 小澤家
お ざ わ け

絵図
え ず

234点 個人

書 濵野家
は ま の け

検地帳
けんちちょう

18冊 個人

種類 名　　　　称 員数 所有者・（管理者）

歴 潮止
しおどめ

揚水
ようすい

機
き

場
じょう

ポンプ及
およ

びモーター 各2台 八潮市

記 天 觀
かん

音寺
の ん じ

のイチョウ １本 觀音寺イチョウ保存会

八條八幡神社

妙光寺

個人

西福寺

個人

西袋・柳之宮絵馬保存会

二丁目獅子舞保存会

万作芸能保存会

鶴ヶ曽根下久伊豆神社まつり保存会

妙光寺

個人

１本

一括

１０４点

木曽根氷川神社弓ぶち保存会

鶴ヶ曽根上久伊豆神社まつり保存会

八條八幡神社

八潮市

八條殿社古墳
はちじょうでんしゃこふん

１幅

２冊

１基

１基

西袋
にしぶくろ

・
 

柳之宮
やなぎのみや

氷川
ひ か わ

神社
じんじゃ

絵馬
え ま

二丁目
にちょうめ　　

の
 

獅子舞
し し ま い

八潮
や し お

の万作芸
 まんさくげい

木曽根
き ぞ ね

の
     

弓
ゆみ

ぶち

鶴ヶ曽根
つ る が そ ね

上久伊豆神社
かみひさいずじんじゃ

の
 

まつり

小澤家
お ざ わ け

観音群
かんのんぐん

書

和井田家構堀遺構
わ い だ け か ま え ぼ り い こ う

西福寺
さいふくじ

のタブノキ

鶴ヶ曽根
つ る が そ ね

下久伊豆神社
しもひさいずじんじゃ

のまつり

幸田
こ う だ

一族
いちぞく

の墓域
ぼ い き

福徳
ふくとく

３年
ねん

日正筆私年号曼荼羅
にっしょうひつしねんごうまんだら

史

天

史

有

無

無

無

史

書 慶長年間の検地水帳
けいちょうねんかん　けんちみずちょう

記

記

記

無

考

歴

考

無

有

民

種別

有

民

民

民

民

民

記

有

種別

有

有

有

有

有

有

八條遺跡出土品
はちじょういせきしゅつどひん

３１点

有

有

弘安７年銘板石塔婆
こうあん ねんめいいたいしとうば
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　八潮市の令和７年度一般会計当初予算額は、４３９億６,０００万円で、前年度と比較す

ると７０億２,０００万円の増額となっています。

　このうち教育費における主な事業は、

・学校ICT教育推進事業として３億５，０３２万円、

・新設小学校施設整備事業として２７億２，２３３万７千円、

・学校給食・食育推進事業として８億１，６５４万９千円、

などがあり、総額６４億３，４２１万６千円、一般会計予算額の１４．６％を占めています。

　また、前年度と比較すると、３２億２，２６２万１千円の増額となっています。

　この主な増額理由は、新設小学校建設工事に係る事業費を予算化したことなどによるものです。

(1) 令和７年度一般会計歳出予算割合及び教育費歳出予算割合

一般会計歳出 教育費歳出

(2) 教育費の推移

（単位：千円）

32,090,000 37,780,000 39,467,107 36,940,000 43,960,000

3,271,551 4,754,291 3,445,369 3,211,595 6,434,216

10.2% 12.6% 8.7% 8.7% 14.6%

令和７年度

教育予算の概要

構成割合 (%)

教 育 費 (B)

 項目

一般会計 (A)

年度 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

議会費

0.6%

総務費

12.8%

民生費

42.7%
衛生費

5.8%

商工費

1.1%

土木費

14.1%

消防費

2.8%

教育費

14.6%

公債費

5.0%

その他

0.5%

歳出

439億6,000万円

諸支出金 0.0％
予備費 0.1%
労働費 0.2%

教育総務費

18.2%

小学校費

51.6%

中学校費

3.6%

高等学校費

0.0%

幼稚園費

5.9%

資料館費

1.4%

社会教育費

5.3%

保健体育費

14.0%

教育費歳出

64億3,421万6千円
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単位：千円・％

令和７年度 令和６年度 増 減 額 増減割合

1,168,939 839,907 329,032 39.17 

教育委員会費 3,044 3,028 16 0.53 

事務局費 393,883 391,068 2,815 0.72 

入学準備金 5,700 5,700 0 0.00 

教育指導費 153,354 143,018 10,336 7.23 

学務費 35,291 15,104 20,187 133.65 

教育相談所費 124,165 78,490 45,675 58.19 

学校建設基金費 2,867 118 2,749 2,329.66 

教育情報化推進費 450,635 203,381 247,254 121.57 

3,321,435 437,125 2,884,310 659.84 

学校管理費 3,249,625 381,352 2,868,273 752.13 

教育振興費 71,810 55,773 16,037 28.75 

232,539 226,198 6,341 2.80 

学校管理費 181,776 173,304 8,472 4.89 

教育振興費 50,763 52,894 △ 2,131 △ 4.03 

12 11 1 9.09 

高等学校費 12 11 1 9.09 

377,906 469,067 △ 91,161 △ 19.43 

幼稚園費 377,906 469,067 △ 91,161 △ 19.43 

91,566 84,075 7,491 8.91 

資料館管理費 84,120 77,252 6,868 8.89 

資料館学芸費 5,458 4,399 1,059 24.07 

文化財保護費 1,988 2,424 △ 436 △ 17.99 

338,001 309,661 28,340 9.15 

社会教育総務費 74,469 79,740 △ 5,271 △ 6.61 

公民館費 61,034 52,973 8,061 15.22 

図書館費 202,498 176,948 25,550 14.44 

903,818 845,551 58,267 6.89 

保健体育総務費 55,372 51,354 4,018 7.82 

学校給食費 848,446 794,197 54,249 6.83 

6,434,216 3,211,595 3,222,621 100.34 

幼稚園費

社会教育費

保健体育費

資料館費

教育費　目別予算

教育総務費

小学校費

中学校費

比　　　　較

合　　　　計

項 目
当 初 予 算 額

高等学校費
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単位：千円

教 育 委 員 会 運 営 事 業 教育委員会の会議運営に係る経費 3,044 3,028 16 

事 務 局 運 営 事 業 教育委員会の維持管理及び事務に係る経費 2,000 1,797 203 

教 育 指 導 推 進 事 業 教育活動に係る経費 19,622 18,953 669 

健 康 安 全 教 育 推 進 事 業 健康教育、体力向上及び安全教育に係る経費 6,555 6,791 △236 

地 域 人 材 活 用 推 進 事 業 地域人材活用等に係る経費 2,953 2,959 △6 

語 学 指 導 充 実 事 業 語学指導に係る経費 34,908 34,039 869 

小 中 一 貫 教 育 推 進 事 業 小中一貫教育研究推進に係る経費 2,896 2,924 △28 

幼 保 小 連 携 事 業 幼稚園、保育所等と小学校の連携に係る経費 33 33 0 

教 職 員 資 質 向 上 事 業 教職員の資質向上に係る経費 99 88 11 

教 職 員 人 事 管 理 事 業 教職員人事、服務管理等に係る経費 571 601 △30 

学 校 管 理 事 務 小・中学校の就学の事務に係る経費 5,479 2,807 2,672 

学 校 運 営 改 善 事 業
学校評議員、学校運営協議会の報償等に係る経
費

17,547 3,043 14,504 

教 育 相 談 所 運 営 事 業 教育相談所、適応指導教室等に係る経費 31,795 2,166 29,629 

教 育 相 談 体 制 整 備 事 業 さわやか相談員及び不登校対策等に係る経費 153 98 55 

特 別 支 援 教 育 推 進 事 業 特別支援教育に係る経費 569 2,470 △1,901 

学 校 建 設 基 金 積 立 金 小中学校の建設に要する経費の積立 2,867 118 2,749 

校 務 Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 事 業 校務系ＩＣＴ機器等に係る経費 100,315 84,083 16,232 

学 校 Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 推 進 事 業 学習系ＩＣＴ機器等に係る経費 350,320 119,298 231,022 

小 学 校 管 理 事 業 小学校の運営に係る経費 271,419 262,617 8,802 

小 学 校 活 動 助 成 事 業 学校運営をするための各団体への負担金等 1,575 1,584 △9 

小 学 校 施 設 整 備 事 業 小学校施設の維持管理に係る修繕等の経費 254,161 116,351 137,810 

新 設 小 学 校 運 営 準 備 事 業 新設小学校の運営準備に係る経費 133 518 △385 

新 設 小 学 校 施 設 整 備 事 業 新設小学校の施設整備に係る経費 2,722,337 282 2,722,055 

小 学 校 教 育 振 興 事 業 小学校教材、備品等に係る経費 35,181 34,589 592 

中 学 校 管 理 事 業 中学校の運営に係る経費 161,752 155,035 6,717 

中 学 校 活 動 助 成 事 業 学校運営をするための各団体への負担金等 3,294 3,625 △331 

中 学 校 施 設 整 備 事 業 中学校施設の維持管理に係る修繕等の経費 16,730 14,644 2,086 

中 学 校 教 育 振 興 事 業 中学校教材、備品等に係る経費 28,239 28,423 △184 

高 等 教 育 振 興 事 業 定時制高等学校への負担金 12 11 1 

要保護、準要保護及び特別支援教育児童の学用
品等の援助費

要保護、準要保護及び特別支援教育生徒の学用
品等の援助費

R6年度
当初予算額

増減額事　　業　　名

中 学 校 就 学 援 助 事 業

小 学 校 就 学 援 助 事 業

5,700

教育費　事業別予算

R7年度
当初予算額

入 学 準 備 金 ・ 教 育 資 金
貸 付 事 業

学校・家庭・地域相互連携体制
促 進 事 業

経　　費　　内　　容

0 
入学準備金・教育資金の貸付け及び長田義弘教
育基金等の管理

5,700

15,445 

7878学校応援団等に係る経費

22,524

36,629

0 

24,471

21,184

△1,947 
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単位：千円

幼 稚 園 振 興 事 業 八潮市私立幼稚園に対する助成金 119,970 123,300 △3,330 

子育てのための施設等利用給付
事 業

私立幼稚園就園の保護者に対する交付金等 257,936 345,767 △87,831 

資 料 館 運 営 事 業 資料館の維持管理に係る経費 29,880 26,253 3,627 

収 集 資 料 保 存 ・ 活 用 事 業 収蔵資料の収集・整理保存に係る経費 769 437 332 

郷土の歴史・文化普及事業 展示会等、教育普及事業の開催に係る経費 1,657 821 836 

文 化 財 保 護 充 実 事 業 文化財の保護・啓発・調査に係る経費 1,780 1,426 354 

文 化 財 周 辺 環 境 整 備 事 業 文化財の保存活用環境の整備に係る経費 208 998 △790 

社 会 教 育 推 進 事 業 社会教育審議会等に係る経費 660 670 △10 

青 少 年 指 導 者 養 成 事 業 青少年活動の指導者養成に係る経費 513 462 51 

社 会 参 加 促 進 事 業 成人式に係る経費 1,073 1,047 26 

家 庭 教 育 推 進 事 業 家庭教育学級、ＰＴＡ連合会等に係る経費 2,033 1,718 315 

地 域 学 習 活 動 推 進 事 業 生涯学習学校開放講座に係る経費 1,568 2,390 △822 

市民大学・大学院運営事業 市民大学・大学院運営に係る経費 3,045 3,045 0 

人 権 教 育 推 進 事 業 人権教育の推進に係る経費 1,933 1,943 △10 

人 権 啓 発 事 業 人権教育の啓発に係る経費 497 572 △75 

公 民 館 運 営 事 業 講座の開催等、公民館の運営に係る経費 1,834 1,833 1 

公 民 館 施 設 管 理 事 業 公民館を維持管理するための経費 14,225 13,719 506 

文 化 活 動 推 進 事 業 文化団体育成のための経費 3,061 3,087 △26 

図 書 館 情 報 提 供 事 業 図書等提供に係る経費 38,906 35,338 3,568 

図 書 館 施 設 管 理 事 業 図書館を維持管理するための経費 102,206 88,028 14,178 

医 療 費 援 助 事 業 要保護、準要保護児童・生徒の医療費援助 1,031 1,031 0 

学 校 給 食 ・ 食 育 推 進 事 業 学校給食に係る食材料、加工等に係る経費 816,549 761,852 54,697 

学 校 給 食 費 援 助 事 業 準要保護児童・生徒の給食費援助 31,897 32,345 △448 

職 員 人 件 費 教育委員会職員の人件費 539,155 535,002 4,153 

会 計 年 度 任 用 職 員 人 件 費 会計年度任用職員の人件費 277,105 229,578 47,527 

6,434,216 3,211,431 3,222,785 

0 

△6 

R7年度
当初予算額

増減額
R6年度

当初予算額

41,179

合　　　　　　　計

青少 年育成体制づくり事業
青少年の健全育成を進める体制の整備に係る経
費

2,570

606

2,570

40,059 △1,120 学 校 保 健 事 業

青少 年の居場所づくり事業

児童・生徒等の健康診断・災害共済給付等の経
費

青少年が集い、世代間交流ができる安心安全な
居場所の確保等に係る経費

事　　業　　名 経　　費　　内　　容

612
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１　入学準備金貸付金
　高等学校、大学及び専修学校に入学を希望する方に等しく教育を受ける機会を与えるとと
もに有能な人材を育成するため、入学時に要する費用の調達が困難な奨学生の保護者に対し、
入学準備金の貸付を行っています。

２　教育資金貸付金
　経済的な理由により修学が困難な奨学生に等しく教育を受ける機会を与えるとともに有能
な人材を育成するため、奨学生に対し、教育資金の貸付を行っています。

※教育資金は、長田義弘教育基金等を原資としています。

３　就学援助
　就学困難な児童生徒の保護者及び特別支援教育を受けている児童生徒の保護者に対して、
学用品等にかかる経費の一部を援助しています。

４　子育てのための施設等利用給付（従来型私立幼稚園）
　幼児教育の無償化により、幼児の保育料・入園料を幼稚園へ交付し、預かり保育利用料及び
副食費を対象幼児の保護者へ交付しています。

5,364,575円171人

12,639,370円

5,434,440円

294人 9,184,660円 233人

180人 5,708,979円 170人

247,093,598円 1,113人 332,229,916円 1,162人 348,779,899円

302人 7,977,240円

区　　分

保育料・入園料

預かり保育利用料

副食費

令和６年度 令和５年度

人  数 金　　額 人  数

841人

全生徒数

件数 貸付額

0円

0円

0円0件 

対象生徒数

令和４年度

0件 

376人 ５５

全児童数

4,223人

0件 

5件 

0円

中学校要保護・準要保護生徒学用品費等援助

年度

全生徒数

2,036人

265人

17,689,775円

年度 年度

５2,362,511円

奨　励  額

1,548,359円

2,042人 235人

2,097人

13,300,844円

援  助  額

0円

年度

1,000,000円1,500,000円

9件 

対象児童数

件数

2件 

0件 0円

600,000円

1,300,000円

2件 

小学校要保護・準要保護児童学用品費等援助

区　　分

区　　分

0円

0円

150,000円

250,000円

高　　校

貸付金・援助金・補助金

令和６年度

貸付額

600,000円高　　校

貸付限度額
件数

貸付額

0件 

0件 

50,000円 0円0件 

150,000円

1,800,000円

件数 貸付額 件数 貸付額
貸付限度額

0円0件 0円

2件 

0件 

3件 

200,000円

小 学 校

大　　学

専修学校 1件 150,000円

0件 

合　  　計

150,000円

1件 

令和６年度

0円

2件 300,000円

1件 250,000円

令和４年度

件数 貸付額

2件 

令和５年度

令和５年度

0件 

6件 

0円

4件 1,200,000円

11,988,943円

2,036人 243人

援  助  額

550,000円

2,900,000円 8件 2,800,000円

0件 

3件 

４ 4,279人

小学校特別支援教育児童学用品費等奨励

全児童数

12,234,936円

0件 

４

６ 4,254人

378人

５ 4,223人

６ 4,254人 1,977,928円

4,279人 68人 2,228,090円４

専修学校

100,000円

500,000円

300,000円

合　  　計

大　　学

中 学 校

300,000円

中学校特別支援教育生徒学用品費等奨励

６

1件 100,000円 0件 0円

令和４年度

４

18,604,008円

17,993,208円

奨　励  額

60人

６

65人

対象生徒数対象児童数

35人

1,296,268円

361人

2,042人 1,904,799円

2,097人 26人

30人

金　　額 人  数 金　　額
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 令和７年５月１日現在、単位：人

26 23 43 249 

684 659 216 6,325 415 

学級数 45 43 44 25 

19 18 19 13 69 

小・中学校合計
児童・生徒数 1,386 1,329 1,358 693 

学級数

142 

3 15 

61 2,058 
中学校小計

生徒数 675 633 689 

13 459 29 

学級数 4 4 4 

2 12 

潮 止 中 学 校
生徒数 154 144 148 

学級数 3 3 4 

13 332 26 

2 5 

八 幡 中 学 校
生徒数 105 91 123 

8 112 15 

学級数 1 1 1 

4 19 

八 條 中 学 校
生徒数 35 30 39 

学級数 5 5 5 

21 595 36 

2 18 

大 原 中 学 校
生徒数 187 193 194 

6 560 36 

学級数 6 5 5 

23 30 180 

八 潮 中 学 校
生徒数 194 175 185 

学級数 26 25 25 25 26 

693 684 659 155 4,267 273 

2 1 2 9 

小学校小計
児童数 711 696 669 

36 26 7 176 15 

学級数 1 1 1 1 

3 2 21 

柳之宮小学校
児童数 31 26 24 26 

学級数 3 3 3 3 4 

90 106 81 13 533 31 

4 4 4 33 

大 原 小 学 校
児童数 73 84 86 

112 125 20 883 45 

学級数 6 5 5 5 

1 1 7 

大 瀬 小 学 校
児童数 178 156 148 144 

学級数 1 1 1 1 1 

16 16 11 3 73 14 

2 1 3 14 

八條北小学校
児童数 9 9 9 

45 35 18 284 22 

学級数 2 2 2 2 

2 3 15 

中 川 小 学 校
児童数 42 47 48 49 

学級数 2 2 2 2 2 

65 50 65 17 366 24 

3 3 3 21 

松之木小学校
児童数 57 62 50 

104 91 15 581 30 

学級数 3 3 3 3 

3 3 16 

大曽根小学校
児童数 90 98 95 88 

学級数 2 2 2 2 2 

63 56 77 15 399 28 

4 3 6 29 

八 幡 小 学 校
児童数 65 64 59 

121 101 34 708 42 

学級数 4 4 4 4 

2 3 15 

潮 止 小 学 校
児童数 121 111 108 112 

47 13 264 22 

学級数 2 2 2 2 2 

合計 教職員数
児童数等

八 條 小 学 校
児童数 45 39 42 40 38 

八潮市立小・中学校児童生徒数等一覧

学　校　名
学年

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
特別
支援
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１　小学校通学区域図

通学区域図
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２　中学校通学区域図
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１　給食の歴史

昭和５４年　　４月　市内小学校１０校で完全給食実施

昭和５６年　　４月　市内中学校５校で、完全給食実施

平成　５年　　　　　小学６年生バイキング給食実施される。

平成　６年　　４月　ランチルーム給食実施（小学校８校）

平成　９年　　　　　中学３年生バイキング給食実施（八潮中・八條中・潮止中）

平成１０年　　　　　中学３年生バイキング給食実施（八潮中・八條中・八幡中・潮止中）

平成１１年　　　　　中学３年生バイキング給食全校で実施となる。

平成１２年　　４月　学校給食牛乳が紙パックとなる。１１月　地場産野菜の使用開始　　　

平成１５年　１１月　第１回「おむすびの日」の実施　　年２回を計画（１１月・１月）

平成１６年～１８年　こまちゃん学校訪問実施。地場産の活用促進事業。

平成１７年　　５月　学校給食牛乳パックのリサイクル開始

平成１７年～１８年　食育推進校　八條中学校　県の委嘱を受ける。

平成２３年　　　　　生きる力をはぐくむ食に関する指導モデル校　大瀬小学校　県の

　　　　　　　　　　委嘱を受ける。

平成２６年　　　　　学校給食における食物アレルギー対応マニュアルを作成

平成２６年　　１月　文部科学省・埼玉県道徳教育総合推進事業にて大瀬小学校で「生

　　　　　　　　　　命をいただくということ」をテーマにＴＴ授業を実施

平成３１年　　１月　ハッピーこまちゃんのイラストが描かれた学校給食用新食器が

　　　　　　　　　　導入される。

令和　２年　　６月　調理工程の誤りにより、食中毒事故が発生し児童・生徒・教職員

　　　　　　　　　　が健康被害を受けたたため、提供を一時中止した。

　　　　　　１１月　学校給食を安全に提供できることを確認し、再開した。

令和　３年　１１月　「八潮の教育」小中一貫ではばたく児童・生徒にて、大原中学校

　　　　　　　　　　で「食生活を見直そう～未来のための骨骨貯金～」をテーマに

　　　　　　　　　　ＴＴ授業を実施

令和　４年　１１月　「八潮産小松菜ペースト」を使用し、こまちゃんポタージュを

　　　　　　　　　　給食で提供

令和　５年　　６月　「八潮産小松菜パウダー」を使用し、小松菜かしわ天を給食で

　　　　　　　　　　提供

令和　６年　　２月　市内の学校給食の将来構想とする「八潮市学校給食ビジョン」

　　　　　　　　　　を策定

２　学校給食の特徴

(1) 給食内容

①　主食は週にごはん４回、パン又はめんが１回

②　おかずが３～４品程度　盛り付け方式

③　スープ類がほぼ毎日つく

(2) 食器

①　材質……ＰＥＮ樹脂（ポリエチレンナフタレート）、一部メラミン

②　種類……大ボール・小ボール・小判皿・小判皿仕切り

③　はし・スプーンは児童・生徒が各家庭から持参

(3) 地場産野菜の活用

　年１２回、給食週間、さよなら献立等に、市内で生産された野菜（小松菜、だいこん、

ねぎ）を給食で使用した。

学 校 給 食
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３　八潮市学校給食費保護者負担金（月額）

４　学校給食摂取基準

※　次に掲げるものについても摂取量について配慮する。

亜鉛（ｍｇ） 2 2 2 3

学校給食による摂取エネルギー全体の２０％～３０％

区分
児　童

（６～７歳） （８～９歳）

消費税５％相当分含む

消費税５％相当分含む

消費税８％相当分含む

0.4

200

（10～11歳）

備　　考

消費税３％相当分含む

生  徒

（12～14歳）

300

0.5

0.6

35

4.5

30

0.5

240

830

2.5未満

450

2未満

3.5

 ビタミンＢ１（ｍｇ）

（６～７歳）

530

児  童

360

25

0.5

20

0.3

350

（10～11歳）（８～９歳）

650

160

区　　分

 ビタミンＡ（μｇＲＥ）

780

70 マグネシウム（ｍｇ）

４，４７０円

４，０００円

 ビタミンＢ２（ｍｇ）

平成１１年４月

消費税８％相当分含む

2

2未満1.5未満

3

290

４，１８０円

３，８００円

３，６００円

３，１００円

 エネルギー  (kcal)

平成２６年４月

３，４００円

３，５０２円

３，５７０円

平成２８年４月

２，９００円

平成　４年４月

平成　８年４月

 たんぱく質   （ｇ）

 ビタミンＣ （ｍｇ）

脂　　質　   （％）

ナトリウム【食塩相当量】(ｇ)

 カルシウム （ｍｇ）

 鉄　  　　  （ｍｇ）

（12～14歳）

改 定 年 度

昭和５４年４月

昭和５６年４月

小　学　校

昭和５７年４月

中　学　校

２，９００円

学校給食による摂取エネルギー全体の１３％～２０％

平成　９年４月

生  徒

4以上 4.5以上 5以上 7以上 食物繊維 （ｇ）

４，９２０円

120

４，３５０円

0.4

40 50

0.4

４，１２０円

４，２００円

保護者負担金（給食費）は食材料費。

給食費とは別に物価高騰分として１食あたり49.61円を公費負担で補助(R7.4月現在)。

３，７００円

３，６００円

ハッピーこまちゃん®
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八幡中学校
三宅　紀子 鈴木　義顕 伊藤　憲治

飯島　健二

戸原　智子

潮止中学校
西川　秀人 高橋　哲也 大石　陽介 飯田　　幸

加藤　志のぶ

八條中学校
広瀬　健一 江口　武夫 清澤　　仁 上西　泰一郎

大原中学校
中山　晴美 石毛　達也 戸原　智子 玉岡　みはる

高木　洋介 小倉　峻幸

八潮中学校
塚越　正樹 磯貝　九万 神谷　力嗣

本間　　恵 小倉　俊也

柳之宮小学校
藤井　正嗣 林　　誠夫 中塚　孝生 上西　泰一郎

大原小学校
堀　　正巳 丸山　勝彦 市川　喜之 伊藤　達紀

高橋　　央 飯島　健二

大瀬小学校

渋谷　和治 石毛　達也 時田　将吾 伊藤　曉則

武市　好雄 園田　央亙

中山　晴美

八條北小学校
好本　裕平 沼尾　尚也 土居　　努

中川小学校
小倉　雄一 吉野　忠彦 飯田　　幸

松之木小学校
江波戸　通昌 石毛　達也 桂　　公平 伊藤　達紀

久米　正法 新美　敬太

大曽根小学校
稲村　健太郎 江口　武夫 宮崎　尚弘 大山　謙二

加藤　志のぶ

八幡小学校
杉山　誠一 丸山　勝彦 新美　敬太 伊藤　曉則

軽部　真明 田中　真弓

時田　将吾

鈴木　義顕

鈴木　博貴

潮止小学校

佐藤　達也 江口　武夫 田中　栄一郎 秋山　憲名

清水　　旭

八條小学校
井戸　淳子 中山　　務 村木　雅美

江波戸　通昌 田中　真弓

八潮市立小、中学校学校医・学校歯科医・学校薬剤師委嘱者一覧

　　　　　（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）

学校名 内科医 耳鼻科医 眼科医 歯科医 薬剤師
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八
潮
市
教
育
委
員
会
教
育
部

 
教
育
総
務
課
・学

務
課
・小

中
一
貫
教
育
指
導
課

 

１
 
確
か
な
学
力
の
定
着
と

 
き
め
細
か
な
教
育
の
推
進

  
○
学
力
の
向
上
に
向
け
た
着
実
な
実
践

 

・「
八
潮
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」を

活
用
し
た
授
業
改
善

 

・学
力
・学

習
状
況
調
査
の
分
析
、
活
用

 

・少
人
数
指
導
補
助
教
員
の
配
置

 

・学
習
塾
と
の
連
携
事
業
（８

ゼ
ミ
） 

○
特
別
支
援
教
育
の
充
実

 

・特
別
支
援
教
育
介
助
員
の
配
置

 

・就
学
支
援
委
員
会
の
開
催

 

・学
習
障
が
い
児
訪
問
指
導
員
の
派
遣

 

５
 
国
際
化
・情

報
化
等
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進

 
○
国
際
理
解
教
育
の
推
進

 
・海

外
派
遣
事
業

 
・語

学
指
導
補
助
員
、

AL
Tの

配
置

 
・英

語
検
定
対
策
講
座
の
実
施

 
○
学
校
図
書
館
教
育
及
び
読
書
活
動
の
推
進

 
・学

校
司
書
の
配
置

 
 

・優
良
児
童
生
徒
表
彰

 
 

○
Ｇ
ＩＧ
Ａス

ク
ー
ル
構
想
・情

報
教
育
・プ

ロ
グ
ラ
ミン

グ
教
育
の
推
進

 
・授

業
等
に
お
け
る
ＩＣ
Ｔ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

 
・情

報
活
用
能
力
の
育
成

 

２
 
意
欲
に
満
ち
た
プ
ロ
と
し
て
の
教
員
の
育
成

  
  

 
○
市
研
究
指
定
「学

力
・体

力
の
向
上
と
豊
か
な
心
を

育
成
す
る
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
」（
２
年
次
） 

○
教
職
員
の
研
修
に
よ
る
資
質
の
向
上

 
・文

部
科
学
省
、
県
教
委
、
セ
ン
タ
ー
研
修

  
・初

任
者
研
修
、
経
験
者
研
修
（５
年
・中

堅
・２
０
年
）  

  
 

・ス
テ
ッ
プ
・ア

ッ
プ
、
ジ
ャ
ン
プ
・ア

ッ
プ
研
修

 
・市

教
委
主
催
の
学
習
指
導
研
修
訪
問
指
導

 
・授

業
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
授
業
研
修
会

 
・学

力
向
上
指
導
員
の
配
置

 
・秋

田
県
小
坂
町
派
遣
研
修
・授

業
研
究
会
の
実
施

 
○
八
潮
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
推
進
教
員
の
活
用

 

６
 
地
域
と
の
連
携
を
図
っ
た

  
  

  
  

  
  

 
  

  
 

 
 

 
特
色
あ
る
学
校
経
営
の
充
実

 
○
学
校
運
営
協
議
会
の
充
実

 
○
学
校
公
開
「は

ば
た
き
２
０
２
５
」の

推
進

 
○
ジ
ョ
イ
ス
タ
（土

曜
勉
強
会
）の

実
施

 
○
ふ
る
さ
と
科
を
中
心
と
し
た
地
域
と
の
連
携

 
○
幼
保
認
定
子
ど
も
園
等
及
び
小
中
高
の
連
携

  
○
家
庭
学
習
の
充
実

 
○
学
校
・家

庭
・地

域
の
連
携

 
・地

域
人
材
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
事
業

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・学
校
応
援
団
の
推
進

 
・み

ど
り
の
学
校
フ
ァ
ー
ム
の
推
進

 

３
 
他
人
の
痛
み
が
分
か
り
、

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

 
 
生
命
尊
重
を
基
盤
と
し
た
教
育
の
充
実

 
○
不
登
校
対
策
の
推
進

 
・不

登
校
対
策
の
手
引
き
の
活
用

 
・不

登
校
特
別
対
策
協
議
会
の
開
催

 
○
道
徳
教
育
の
充
実

 
・生

き
方
を
身
に
つ
け
実
践
で
き
る
道
徳
教
育

 
・い

じ
め
を
許
さ
な
い
心
の
育
成

 
・い

の
ち
を
大
切
に
す
る
教
育
の
充
実

 
○
学
校
教
育
相
談
の
充
実

 
・さ

わ
や
か
相
談
員
、
ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

 
・S

SW
、

SC
の
配
置
、
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
促
進

 
○
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
（適

応
指
導
教
室
）の

充
実

 

４
 
人
権
を
尊
重
す
る
教
育
の
推
進

 
○
学
校
人
権
教
育
の
充
実

 
  
・管

理
職
研
修
・全

体
研
修
会
等

 
・教

職
員
の
人
権
意
識
の
向
上

 
・埼

葛
郡
市
教
職
員
現
地
研
修
会
等

 
○
人
権
教
育
の
推
進

 
・男

女
平
等
教
育
の
推
進

 
・「
埼
葛
人
権
を
考
え
る
集
い
」「
実
践
報
告
会
」へ

の
参
加

 
・八

潮
市
小
中
学
生
人
権
文
集
「い

ち
ょ
う
」の

刊
行

 
○
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・早

期
対
応

 
○
福
祉
・ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
の
推
進

 

８
 
生
徒
指
導
・進

路
指
導
の
充
実

 
○
八
潮
市
立
小
中
学
校
い
じ
め
ゼ
ロ
基
本
方
針
の
徹
底

 

・い
じ
め
防
止
の
授
業
・情

報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実

 
○
八
潮
市
い
じ
め
対
策
委
員
会
の
開
催

 
○
９
年
間
を
見
通
し
た
発
達
支
持
的
生
徒
指
導

 
○
生
徒
指
導
・教

育
相
談
研
修
会
へ
の
参
加
促
進

 
○
生
徒
指
導
主
任
会
の
充
実

 
○
非
行
問
題
行
動
を
生
ま
な
い
指
導
体
制
の
充
実

 
○
自
立
支
援
教
室
「す

て
っ
ぷ
教
室
」の

設
置

 
○
教
育
相
談
の
充
実

 
○
八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
の
実
施

 
○
ハ
ッ
ピ
ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
夢
パ
ス
ポ
ー
ト
の
活
用

 
 

７
 
安
心
・安

全
・健

康
増
進
・体

力
向
上

 
○
体
力
の
向
上

 
・体

力
向
上
推
進
委
員
会

 
・新

体
力
テ
ス
ト
攻
略
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用

 
・健

康
教
育
の
推
進

 
・生

き
る
た
め
の
食
育
の
推
進

 
○

安
全

教
育

の
充

実
（
地

震
・
風

水
害

・
交

通
安

全
な
ど
） 

・安
心
・安

全
な
学
校
づ
く
り

 
・防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・ 

リ
ー
ダ
ー
と
の
連
携

 
○
八
潮
こ
ど
も
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
事
業

 
 
・こ

ど
も
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
の
活
用

 

学
 

力
 

・
  

体
 

力
 

の
 

向
 

上
 

と
 

豊
 

か
 

な
 

心
 

の
 

育
 

成
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〔目的〕

ジョイスタとは、英語のジョイ（喜び）とスタディ（勉強）を掛け合わせた名称です。

土曜日に、市内公共施設等で開催します。

〔内容〕

　特別授業講座と入試対策講座、英検対策講座を実施しています。

令和６年度の活動内容

〔目的〕

包括協定を結んでいる国士舘大学と連携し、防災の知識や救急救命の重要性について

早期の段階で学び、防災教育の充実を図ります。

〔対象〕

　小学５年生～中学１年生

〔内容〕

　防災に関する講義や実技

訓練等を行います。

令和６年度の活動内容

学校元気プラスワン「ジョイスタ(土曜勉強会)」

八潮こども防災マイスター育成プロジェクト

特別授業講座

お金の流れやお金
の役割、働くことの
大切さなどをクイズ
やゲームで楽しく学
習しました。

ペレット（粒状のプラ
スチック）を溶かして
型に流し、別のもの
を作りました。

入試対策講座英検対策講座

実際に作業や体験をしながら、楽しく学習します。

英語検定３級から５級の対策授業を
行います。

避難所体験搬送法訓練

埼玉県公立高校入試に向けた５教科の入
試対策授業を行います。

科目①：防災に関する講義
減災アクションゲーム

科目②：心肺蘇生法講習

科目③：応急手当訓練・搬送法訓練
科目④：防災への備え（避難所）体験

救急車見学

①プラスチックとそのリサイクルの授業と実験
②キッズマネーアカデミー

キッズマネーアカデミープラスチックとそのリサイクルの授業と実験
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〔目的〕

　子どもたちの学習に対する興味や関心を喚起させ、知的好奇心や探究心をかき立てる

ため、さまざまな分野の大学等と連携し、学ぶことの意義や将来の夢を育む児童生徒を

育成します。

〔対象〕

　 　小学５年生～中学１年生

〔実施時期〕

　１０月～１２月

〔内容〕

　大学等での講義・体験学習や

施設見学など

令和６年度の活動内容

１２月１９日(木)

　ヘアセット体験

　国士舘大学（理工学部）

　淑徳大学（人文学部 人間科学科）

修　了　式

１２月　２日(土) 　『ひととひととの心理学』
　　①自己紹介すごろく、②流れ星エクササイズ

　『ソーラーパネルにより太陽光エネルギーを
　　知ろう！』

１１月　９日(土)

１１月３０日(土)

　ハリウッド大学院大学(美容専門学校)　

　①屋外種目のニュースポーツ体験
　②ＶＲ（バーチャルリアリティー）体験

八潮こども夢大学

１０月　８日(火)

１０月１２日(土) 　①『養護教諭のお仕事を体験してみよう！』
　②『英語でゲームをしよう！』

１０月１９日(土)

日　程 場　所 ・ 内　容

　聖徳大学（心理・福祉学部、語学教育センター）

開　校　式

　東海大学（スポーツ・プロモーションセンター）

【これまでの実施校】

聖徳大学・昭和大学・淑徳大学・東海大学・

ハリウッド大学院大学・国士舘大学・産業
能率大学・芝浦工業大学

国士館大学 淑徳大学ハリウッド大学院大学
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

八潮中 学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
－「深まる授業・高まる学力」夢実現に向けた『学びドリームプラン』－

全教科

潮止小 学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
－個別最適・協働的な学びを通した算数科の学習－

算数

松之木小
　学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
　　　－数学的な見方・考え方を働かせた、
　　　　　　　　児童の主体的な学び合いを目指す授業づくり－

算数

大原中

　学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
　－基礎的・基本的な知識を基盤とした
　　　　　思考力・判断力・表現力を育成する小中一貫教育の推進－
　　　　　　～「探究的な学習」を通した本気の授業改善～

国語
理科

技術科

大曽根小 学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
－主体的に学び、自分の考えを表現できる「深めタイム」－

全教科

大原小
学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進

－主体的に考え、共に学び合う児童の育成－
～読む力を高め、深まりのある国語科の授業を目指して～

国語

八條中 学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
－八潮スタンダード型授業におけるICT実践と業務におけるICT活用－

全教科

八條小 学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
－子ども一人一人が、進んで学び合い、進んで表現し続ける児童の育成－

算数

八條北小 学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
－論理的に思考する「考える国語」の授業づくり－

国語

八幡中 学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
－キャリア教育の視点を生かした小中一貫教育の推進－

数学
外国語

八幡小
　学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
　　　－個別最適・協働的な学びを通した、
　　　　　　　　　分かる喜びを共感できる授業を目指して－

算数

柳之宮小
　学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
 　－基礎基本の定着を図り、学ぶ楽しさや表現することの
　　　　　　　　　　喜びを味わうための算数の学習指導の工夫－

算数

潮止中
　学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
　　　－「深い理解」を育む授業展開を通して、
　　　　　　　自力で学びをまとめ・つなげられる生徒の育成－

国語
体育

中川小
　学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進
　　　－仲間とともに課題を解決できる児童を育成する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和の中川型学校教育－

算数

大瀬小
学力･体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進

－２１世紀型能力を育成する算数科教育の実践－
～一人一人の力を伸ばす『全員思考・全員発表・全員完了』の授業を目指して～

算数

八
潮
市
小
中
一
貫
教
育
授
業
公
開
２
０
２
５

発表
11/28

NO 学校名

八
潮
市
小
中
一
貫
教
育
授
業
公
開
２
０
２
１

八
條
中
ブ
ロ
ッ
ク

潮
止
中
ブ
ロ
ッ
ク

令和７年度　八潮市小中一貫教育研究一覧

令 和 ７　年 度 の 研 究 主 題 教科等

八
潮
中
ブ
ロ
ッ
ク

八
潮
市
小
中
一
貫
教
育
授
業
公
開
２
０
２
２

八
幡
中
ブ
ロ
ッ
ク

八
潮
市
小
中
一
貫
教
育

授
業
公
開
２
０
２
１

発表
11/12

大
原
中
ブ
ロ
ッ
ク

八
潮
市
小
中
一
貫
教
育

授
業
公
開
２
０
２
２

八
潮
市
小
中
一
貫
教
育
授
業
公
開
２
０
２
３

発表
11/24

八
潮
市
小
中
一
貫
教
育
授
業
公
開
２
０
２
３

発表
11/29

八
潮
市
小
中
一
貫
教
育
授
業
公
開
２
０
２
４

発表
11/25
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八潮市GIGAスクール構想

【八潮市がめざす教育の情報化の姿】

「八潮スタンダード」と「ICT学習支援ソフト」を組み合わせた教育活動の実現

☆学びの協働化（主体的・対話的で深い学びの実現）

「深める」において、学習課題や個々の思考を可視化し、即時共有を通じた

効果的な学び合いによる創造的な問題発見・解決学習を充実させる。

☆学びの個別最適化（個に応じた学びの推進）

「まとめる」において、個々の理解度や特性に応じた最適な学び方を選び、

基礎学力や学習意欲の向上を図る。

※市内15校の全教員、全教科で行われている「八潮スタンダード」を活用した授業

にICT学習支援ソフトを組み合わせることで、さらなる学力向上を図る。
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１　市民大学　　

〔市民大学の授業〕　年間３０回

(1) 教養を高める

〔目的〕 １年「文学の魅力」など　 

(2) まちを知る

〔機能〕 １年「八潮市の総合計画」など

(1) 人材育成機能 ２年「八潮市の財政」など

(3) まちづくりの主役になる

２年「地域力の活用」など　 

(2) 研究・情報機能 (4) 自主研究

２学年がテーマに基づきグループ

で研究をする

に公開する。 (5) 市民公開講座

〔在学期間〕 学生が企画した講座を市民に広く

２年間 公開する

〔自主研究〕 (6) 自主研究発表公開講座

２学年自主研究の成果を発表する

通して行う。

(2) 市民に公開する発表会を設け、研究の成果や

報告集を市民に公開する。

〔目的〕

　市民大学で学習・研究したことを、さらに専門

性を高めるための研究をし、まちづくりのリーダ

ーとなれる人づくりを担う。

〔入学資格〕

　市民大学を卒業した方。

〔在籍期間〕

　１年間

〔学習方法〕

(1) 大学教授等によるゼミナール方式の授業。

(2) 学習計画に基づき自主研究をする。

ゼミナール５回、自主研究５回、成果発表会。

(3) 研究テーマにより指導者を選び指導を受け

る。

〔学習成果〕

　研究論文を作成し、研究発表会を行う。　

八潮の食育（１年）

　市民と協働してまちづくりを進めるため、生

涯学習による人づくりを担う。

卒業後地域のリーダーとして活躍できるよ

(1) ２学年が、テーマに基づいた研究を、年間を

１・２年合同学外研修

大学院合同懇談会

２年「SDGs」など

１年「コミュニケーション力」など　

２　市民大学院

うに、また、自己の生涯を充実したものにで

きるように、学習の機会や場の提供をする。

授業で習得した知識や学生が研究した成果

を公開講座や市民大学通信などで広く、市民

やしお市民大学・市民大学院
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　社会福祉協力校・ボランティア推進校の

指定は、近い将来に福祉の担い手となる小

・中学校の児童生徒が、社会福祉の関心と

理解を深めるために実施されています。

　各学校では、地域の人材を生かしながら、

奉仕活動や地域での交流活動等を通して、

「福祉のこころ」を育てています。

～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校

小
学
校
10
校

中
学
校
５
校

社
会
福
祉
協
力
校

区分
5

平成年度

学校名

八條小学校

潮止小学校

八幡小学校

大曽根小学校

松之木小学校

中川小学校

八條北小学校

大瀬小学校

大原小学校

柳之宮小学校

八潮中学校

大原中学校

八條中学校

八幡中学校

潮止中学校

県

県

市

市

市

5 7

6

市

市

7

市

市

県

県

市

県

市

県

9

8

市

県

市

11

9

市

市

県

県

県

13

10

県

市

市

市

市

市

市

15

11

県

市

15

12

市

市

市

15

13

市

15

14

市

15

15

15合　　計

社会福祉協力校・ボランティア推進校一覧

社会福祉協力校・ボランティア推進校の指定
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令和７年５月１日現在

２年

八潮市社会教育審議会

・社会教育に関する諸計画を立案し、
　教育委員会に具申する。
・八潮市立公民館における各種の事
　業の企画実施につき調査・審議す
　る。
・八潮市立図書館の行う図書館奉仕
　及び八潮市視聴覚ライブラリーの
　事業に関し、意見を述べる。

20人以内 ２年 社会教育課

担当課名

八 潮 市 教 育 資 金
貸 付 審 査 会

・貸付申請者に対する貸付の適否に
　関して審査する。

６人 ２年

２年

教育委員会に係る附属機関一覧

附 属 機 関 名 内　　　　　　　容 人数 任　期

教育総務課

八 潮 市 入 学 準 備 金
貸 付 審 査 会

・貸付申請者に対する貸付の適否に
　関して審査する。

６人

２年

教育総務課

八潮市立資料館協議会
・資料館の運営及び文書保存に関す
　る事項を調査・審議する。

10人以内 ２年 文化財保護課

八 潮 市 立 小 中 学 校
施 設 建 設 委 員 会

・小中学校の施設建設に関して
　調査・審議する。

13人以内

２年

教育総務課

重 要 文 化 財 等 保 存
活用計画策定委員会

・国指定文化財の保存活用に係る基
　本計画を策定する。

10人以内 ２年 文化財保護課

八 潮 市 青 少 年
健 全 育 成 審 議 会

・青少年の健全な育成に関する事項
　を調査・審議する。

15人以内

　当該審議に係る
　審議終了まで

社会教育課

八潮市学校給食審議会
・学校給食の計画、学校給食費、給
　食内容及び実施に関する事項を調
　査・審議する。

15人以内 ２年以内 学　務　課

八 潮 市 文 化 財
保 護 審 議 会

・文化財の保存及び活用について教
　育委員会の諮問に応じて重要事項
　を調査・審議する。

７人以内

２年以内

文化財保護課

八 潮 市 立 小 中 学 校
結 核 対 策 委 員 会

・小中学校における児童生徒の結核
　対策に関する事項を調査審議する。

５人 ２年 学　務　課

八 潮 市 立 小 中 学 校
通 学 区 域 審 議 会

・小中学校の通学区域に関する事項
　を調査・審議する。

15人以内

２年以内

学　務　課

八潮市学校適正配置指
針・計画策定委員会

・将来の児童生徒数推計を行い、児
　童生徒数の変動要因を調査分析し、
　その結果に基づいて学校規模の適
　正化について計画を策定する。

15人以内
委嘱の日から
答申の日まで

学　務　課

八 潮 市 学 校 給 食
衛 生 管 理 委 員 会

・学校給食に係る衛生管理に関する
  事項を調査・審議する。

７人以内

１年

学　務　課

八潮市学校教育審議会
・小中学校の学校教育に関する事項
　を調査・審議する。

15人以内 ２年以内
新設小学校準備室

学　務　課
小中一貫教育指導課

八潮市学校運営協議会
・校長が作成する学校運営の基本方
　針の承認等を通じて、「地域とと
　もにある学校づくり」を行う。

各校
10人以内

小中一貫教育指導課

学　務　課

八 潮 市
い じ め 対 策 委 員 会

・各校のいじめ防止基本方針に基づ
　くいじめの防止等の取組や達成状
　況等を評価する。

５人以内 ２年 小中一貫教育指導課

八潮市就学支援委員会
・障がいのある就学予定者及び児童
　生徒の適正な就学支援に関し、調
　査・審議する。

25人以内
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学 校 紹 介



  
 

はちじょう 

八 條 小 学 校 
ＴＥＬ ９９６－８４００  ＦＡＸ ９９７－８５２５ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 1 0 0 4 9  

 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
児 童 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市大字鶴ヶ曽根 1番地 

込 江 智 子 

南 澤 岳 志 

２６４名（５月１日現在） 

２２名 

１５学級 

１１月２０日 
八條小学校 

学校教育目標 『夢に向かって 高め合う子』     

 『地域と共に八條小』をキャッチフレーズに、家庭・地域社会と連携した教育活動を展開してい

ます。また、八條小５つの大切『言葉・人・心・命・物』を継承しながら、「笑顔・夢・感動がいっ

ぱいの学校」をめざしています。 

【特色ある教育活動】 

○「３つの絆で育む八條トライアングルプラン」をもとに、八條中・八條北小の３校による小中一

貫教育を推進し、学力・体力の向上と豊かな心の育成に取り組んでいます。 

○地域の方々の温かなご支援をいただき、学校ファームでの野菜作り、花の栽培等の体験活動、図

書ボランティアさんによる読み聞かせ、手芸ボランティアさんにお手伝いをいただいてミシン等

実技の授業を行っています。また、登下校安全ボランティアさんに見守られ、毎日安全な登下校

ができています。さらに、こどもっと８（八條小ボランティア）の皆さんに様々な楽しいイベン

トを計画実施していただいています。 

【本年度の重点】  

算数科「子ども一人一人が、進んで学び合い、進んで表現し続ける児童の育成」 

○算数科の授業を中心に、個別最適な学習と協働的な学習の一体化を目指し、学び合い、表現し続

ける児童主体の授業となるよう指導法を改善します。 

○本校独自の学習・生活規律の指標「キラキラキッズのおやくそく」８項目の徹底を図ります。 

 
 

しおどめ 

潮 止 小 学 校 
ＴＥＬ ９９６－９９５５  ＦＡＸ ９９７－８５６１ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 1 0 0 5 0 

潮止小学校・レンガの正門 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
児 童 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市大字南川崎８２２番地 

五味 理絵子 

背 黒  幸弘 

７０８名（５月１日現在） 

４２名 

２９学級 

４月２８日 
学校教育目標『豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成』 
本校は、創立１４０年を迎える歴史のある学校です。子どもたちの生活は、多くの先輩たちも

通った伝統あるレンガ造りの「赤門」をくぐることから始まります。元気で活発な子どもたち
は、学習に運動に笑顔を絶やさず瞳を輝かせて、毎日生活をしています。 
【めざす学校】『学力がつく学校』『心と体が育つ学校』『安全・安心、信頼できる学校』 

～笑顔いっぱい 輝く瞳の潮止小学校～ 
【めざす児童】 
○自ら考え、共に学び合う子 

八潮スタンダードを実践し、主体的・対話的で深い学びを創造する中で、「個別最適な学
び」と「協働的な学び」を取り入れ、子どもたちの学力を伸ばします。 

○協働しながら、お互いを認め合い高め合う子 
 思いやりの心を醸成し、認め合い、高め合う子どもたちを育てます。 
○夢や目標を持ち、実現に向けて挑戦する子 

全ての教育活動を通じて、目標実現に向けて挑戦させ、自らの力を伸ばし、社会の様々な
変化に対応できる力を育成します。 
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 や わ た 

八 幡 小 学 校 
ＴＥＬ ９９６－４０４２  ＦＡＸ ９９７－８５３１ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 1 0 0 5 1  

 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
児 童 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市中央四丁目２１番地１６ 

小久江 桂子 
佐 久間  大 

３９９名(５月１日現在) 

２８名 

１６学級 

５月１日 
算数科の研究を通して、分かる喜びを

共感できる授業を目指します 

明治６年に３つの寺を仮校舎として発足した本校は、明治３７年５月１日に八和田尋常高等

小学校として新たに開校し、今年で１２１周年となりました。 
 
 
 
 
 
 
具体目標は、校名の「や・わ・た」になぞらえて示されています。「みんな かけがえのない

一人」を基盤とし、目指す学校像「みんな笑顔の八幡小学校」実現のため、あいさつや言葉を

大切にした学校づくりに力を入れていきます。また、研究教科を算数科とし、個別最適・協働

的な学びを通した、分かる喜びを共感できる授業を目指します。あわせて全教科で『八潮スタ

ンダード』に則った授業展開を実施するとともに ICT を活用し、授業の質的量的改善を図り、

学力の向上を目指します。 
 

 おおそね  

大曽根小学校 
ＴＥＬ ９９６－６３７２  ＦＡＸ ９９７－９０１７ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 1 0 0 5 2 

 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
児 童 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市大字垳５２７番地 

大 松 武 晴 

那 須 弘 行 

５８１名(５月１日現在) 

３０名 

２１学級 

２月２日 
トリオで互いの意見を伝え合うこと

で、自分の考えが深まります 

大曽根小は開校５７年目になりました。学校教育目標『輝く笑顔と夢いっぱいの学校』を目

指し、教職員・保護者・地域の方々による「チ－ム大曽根」で子どもたちの学力・体力と豊か

な心を育成します。今年度も取組の重点を「学力の向上」として、以下の点に取り組みます。 

 

①「大曽根スタンダード」による授業実践：考える、表現する、習得する時間を確保する。 

・“伝えるグーチョキパー”の実践 ・“トリオ学習”の工夫 ・「深めタイム」の実践 

・“書き込むノート”の実施    ・振り返りの視点“こまつな”の実践 

②「学習の十カ条」の徹底：学び方を習得する。 

③「レベルアップタイム」の充実：学習の習熟を図る。 

④「ICT を活用した学び」の研究・実践：主体的・対話的な学びの実現 

 

児童が主体的に学び、分かる喜びを実感できる授業を実現できるよう“丁寧”な指導を実践

していきます。 
 

学校教育目標『学び育つ子』 
（徳育）     （知育）        （体育） 
・やさしく思いやりのある子 ・わかるまであきらめずに考える子 ・たくましく活動する子 
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まつのき 

松之木小学校 
ＴＥＬ ９９６－１３７７  ＦＡＸ ９９７－８５６５ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 1 0 0 5 3 

 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
児 童 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市緑町三丁目９番地１ 

須 賀 裕 之 

城 山 和 彦 

３６６名（５月１日現在） 

２４名   

１５学級 

６月１日 
 

学校教育目標  『かしこく なかよく たくましく』 

目指す児童像  『自ら学習する子・仲良く助け合える子・体をきたえる子』 

 西にどんぐり遊歩道、東に松之木公園と四季の風情を感じる緑豊かな地域に学校があり、八

幡図書館、八條図書館、楽習館などの公共施設が徒歩圏内で、日々の学習の場として活用でき

るという恵まれた教育環境です。目指す学校像を「明るく規律ある学校」「学ぶ喜びがあふれる

学校」「安全できれいな学校」「地域とともにある学校」とし、「知・徳・体」のバランスの取れ

た教育を推進します。本校のよき校風を継承すると共に新しい視点を持ち、魅力あふれる教育

を展開し、どの子にも「自分の居場所」がある学校づくりに全力で取り組みます。 
特色ある教育  『保護者・地域の信託に応え、安心・安全で信頼される学校づくり』 

①学習規律の確立、わかる授業の展開、家庭学習の充実を図り、学力向上に努めます。 
②あいさつ運動、読書活動、道徳教育の充実をとおして、豊かな心を育みます。 
③体育の授業、体育的行事、業間休みや昼休みの外遊びをとおして、体力を培います。 
④ＩＣＴを活用し、八潮スタンダードに沿った授業を基本に、小中一貫教育を推進します。 
⑤学校からの情報発信に努め、保護者・地域からの信頼に応える教育活動を展開します。 

 
 

なかがわ 

中 川 小 学 校 
ＴＥＬ ９９６－１３７５  ＦＡＸ ９９７－９０２９ 

https://yashio.schoolweb.ne.jp/1110054 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「個別最適な学び」「協働的な学び」を 

充実させた授業 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
児 童 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市大字大瀬１５１６番地 

日 暮 恭 明 

澁 谷 将 司 

２８４名（５月１日現在） 

２２名 

１４学級 

２月１日 
学校教育目標『関わりあい 学びあい 高めあい』～３つの「あい」ある学校～ 

本校は、昭和４７年に開校し、今年で５４年を迎えます。学校教育目標を児童・教職員・家庭・

地域社会と共有し、地域に密着した教育を目指します。潮止中学校ブロックでの研修を通じて、 

学力・体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育を推進しています。 

１ 心づくり（豊かな心の育成） 

・学校ファームなどの豊かな体験活動を推進するとともに、考え議論する道徳を目指します。 

一人一人のよさを伸ばす学級経営により自己肯定感、自己有用感を育成します。 

２ 知恵づくり（学力の向上） 

・仲間とともに課題を解決できる児童を育成する令和の中川型学校教育を研究副題としています。

各教科の「見方・考え方」を働かせながら、八潮スタンダードを実践・深化させ、「個別最適

な学び」と「協働的な学び」を充実による「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指します。 

３ 体づくり（体力の向上） 

・「動く・集う・わかる・伸びる」4つの楽しさの追求により、体育授業を充実させます。 

「体づくりカード」の活用や中小タイム（全校体育）の充実により、運動の活性化を図ります。 
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 はちじょうきた 

八條北小学校 
ＴＥＬ ９３１－３２６１  ＦＡＸ ９３５－６５７１ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 1 0 0 5 5  

 

 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
児 童 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市大字八條１１５０番地 

山 村 一 晃 

小 泉 雄 一 

７３名（５月１日現在） 

１４名 

７学級 

３月７日 
学校教育目標  『助け合う子 学ぶ子 やりぬく子』 

【めざす学校像】「潤いと品格」のある八條北小 

【特色ある教育】 
○ 小中一貫教育 
  八條中学校ブロックとして、行事等の交流や連携に加え、９年間の系統性･連続性を重視し  

学力・体力の向上と豊かな心の育成を目指して取り組んでいます。 
○ 縦割り活動の取組 
  異学年集団での交流による豊かな人間性や社会性を育成します。 

○ きめ細やかな教育の推進 
  少人数指導および「個別最適な学び」と「協働的な学び」を充実させ、｢確かな学力｣と 

「自立する力」を育成します 
○ 外国語教育の推進 
  中学校との接続を踏まえた授業改善を推進し、９年間の系統性･連続性を生かした外国語活動･ 

外国語科の指導の充実を図っています。また、｢ENGLISHDAY｣(週１回)では、１日を通して積極的
に英語を使って生活しています。 

 

 

お お ぜ 

大 瀬 小 学 校 
ＴＥＬ ９９５－９３２１  ＦＡＸ ９９７－９０３７ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 1 0 0 5 6  

 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
児 童 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市大瀬三丁目９番地１ 

鈴 木  智 雄 

飯 島    忠 

８８３名（５月１日現在） 

４５名 

３３学級 

３月１日 

学校教育目標   『よい子の育成』≪知・徳・体のバランス≫ 

 
【めざす学校像】 安心・安全で潤いのある学校 
【具体的な児童像】自分のよさを発揮し、主体的に取り組み、友達と協力して解決できる児童 
 ○児童一人一人の伸びを見取り、その子なりに努力し一歩前進した姿を、認め励ます学校づくり

をします。 
【特色ある教育】 
○研究主題を「21 世紀型能力を育成する算数科教育の実践」とし、一人一人の能力を伸ばす 
全員思考・全員発表・全員完了の授業を目指します。また、これらを通し、21 世紀を生き抜
く力として必要とされる教科・領域を横断する「基礎力・思考力・実践力」の獲得を目指しま
す。 

 ○これまでの小中一貫の取組を継承しつつ、それに八潮市 GIGA スクール構想による「八潮スタ
ンダード×ICT」をキーワードに、新たな教育活動の実践に積極的に取り組みます。 

 ○「聴くこと」の指導を核として「美しい言葉遣い」「残り姿を美しく」を徹底します。 
 ○全児童・教職員で一斉に取り組む「おおぜくんタイム」の内容の充実を図り、さらなる学力の

向上を目指します。 
   

小中合同大運動会 

縦割り活動(お話会) 

今年度は１８１名

の１年生が入学し

ました。 

ＩＣＴ機器を効果的に 
活用しています。 

－　　－32



 だいばら 

大 原 小 学 校 
ＴＥＬ ９９７－１０２８  ＦＡＸ ９９７－９０３８ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 1 0 0 5 7 

 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
児 童 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市八潮七丁目４２番地１ 

㑹 沢   実 

後 藤  直 樹 

５３３名（５月１日現在） 

３１名 

２１学級 

６月１５日 
【感動と夢いっぱいの大原小】 

 

 

学校教育目標  

『感動と夢いっぱいの大原小 ～ かしこく やさしく たくましく ～』 

本校は「感動と夢いっぱいの大原小」を学校教育目標に掲げ、児童･保護者・地域社会の信頼に応

える学校を目指します。そして「かしこく（知） やさしく（徳） たくましく（体）」のバランス

がとれた子ども達を育成するために、全力で教育活動に取り組みます。特に今年度は「児童理解を基

盤とし、学習指導と生徒指導を一体化した授業づくり」を努力事項と定め、【学び合い】を大切にし

た授業実践を行います。また、大原中ブロックの小・中学校との連携を密にし、９年間にわたる連続

性･系統性を生かした学習指導・生徒指導を実践します。 
課題研究のテーマは「読む力を高め、深まりのある国語科の授業をめざして」とし、国語科を中心

とした研究を積み上げ、児童の思考力育成・学力向上に取り組みます。 

 やなぎのみや 

柳之宮小学校 
ＴＥＬ ９９５－６０９１  ＦＡＸ ９９７－９０４０ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 1 0 0 5 8 

 
【子どもの笑顔があふれ、 

誰からも信頼される学校】 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
児 童 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市大字柳之宮１４０番地 

砂 賀 正 史 

佐 藤 理 香 

１７６名（５月１日現在） 

１５名   

９学級 

６月２３日 
 

学校教育目標 『やさしい子 元気な子 考える子』 

本校は保護者・地域の皆様に支えられながら、教育活動を実践することができています。 

今年度も「子どもの笑顔があふれ、誰からも信頼される学校」づくりに向け、「笑顔あふれる学校

と信頼される学校をイコールで結ぶ」を基本理念に、子どもたちの健やかな成長と確かな学力の育成

に取り組みます。 

   ① 他者との違いを理解し、お互いを受け入れ、尊重し合う学校 

   ② 一人一人が大切にされ、伸びていく学校 

   ③ 安全で安心して学べる、秩序のある学校 

   ④ 地域や保護者、子どもたちから信頼される学校 

 使命感と温かさを持った教職員が「柳之宮プライド」をもって関わり、子ども一人一人が生き生き

と学び、社会において自立と貢献ができるように取り組みます。そして子どもたちの姿をとおして、

保護者・地域の信託に応えていきます。 
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 や し お  

八 潮 中 学 校 
ＴＥＬ ９９６－４２１９  ＦＡＸ ９９７－９０６３ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 2 0 0 2 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
生 徒 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市中央一丁目１番地２ 

市 川 真 志 

永 田   卓 

５６０名（５月１日現在） 

３６名 

１８学級 

１０月１４日 
基本理念    『地域に愛され 誇れる学校』 

学校教育目標  『認めあい 支えあい 学び合う』 

八潮中学校では、学校研修課題を「学力向上～全教科標準以上を目指す～」と掲げています。

その実現のために、「教師の指導力を高める」ことと、「生徒の自主性を高める」ことを柱とし、

研究と実践をすすめています。 
連携校は潮止小学校・松之木小学校です。中学校教員が小学校で授業を行うなどの成果を生か

し、学習面やキャリア教育にも工夫して取り組んでいます。今後も小中の学びをつなぐ取組を一

歩ずつ進め、子供たちの健やかな成長を支えます。 
① 小学校との研究を更に深め、「八潮スタンダード」を活用した授業改善を進めます。 
② 学習規律の向上、学習活動の一層の充実を図るための実践を研究します。 
③ 安心・安全な学校づくりのため、防災体制を整え、潤いのある環境整備を進めます。 
④ 特別支援教育の視点を生かし、個に応じた指導、支援の充実を図ります。 
⑤ 積極的な学校公開や地域の教育力の活用など、地域と共に歩む学校を目指します。 
 だいばら 

大 原 中 学 校 
ＴＥＬ ９９６－１３７８  ＦＡＸ ９９７－９０６７ 

https://yashio.schoolweb.ne.jp/1120027  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
創立５０周年記念マスコット 

大原 大ちゃん 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
生 徒 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市八潮五丁目９番地１ 

山 本  誠 

石塚 大策 

５９５名（５月１日現在） 

３６名 

１９学級 

６月２５日 
【 学校教育目標 】  『心豊かに生き生きと学ぶ生徒』― 光る汗、輝く笑顔 ― 

［響き合う学校］～通いたくなる学校・通わせたくなる学校・勤めたくなる学校・支えたくなる学校～を

掲げ、「自ら学び続け、心豊かで思いやりがあり、心身ともにたくましい生徒」の育成を目指し、｢子ども

を愛して、鍛えて、育て、次のステージへ送り出す小中一貫教育｣を推進し、子ども達と教職員、保護者、

地域と相互に「響き合い」ながら、人を大切にし、相互に学び合い・教え合い・高め合い・支え合い、自

分・友達・学校の「よさ」が言える生徒(大原中プライド)であふれる学校づくりに努めます。 
【 目指す学校像 】 

［響き合う学校］～通いたくなる学校・通わせたくなる学校・勤めたくなる学校・支えたくなる学校～ 

【 重点目標・特色ある教育活動 】 

①わくわく感のある授業、八潮スタンダードを軸にした本気の授業改善を行い、授業で響き合い、一人一

人が力を伸ばしていく。ＩＣＴを活用した授業実践を行い、子ども同士、教師と子ども、教員同士が授

業で響き合う（学び合い・教え合い・高め合い・支え合い）。 
②子どもへの愛をベースに、自己肯定感が高揚する学級経営・大原中愛を醸成し、成就感・達成感を得る

特別活動の充実（リーダーシップ・フォロワーシップの育成、役割・出番・称賛のある学級活動、「生

き方指導」としての進路指導） 
③教員の授業力の向上～教科チーム研究授業・相互授業参観・小学校授業参観の実施   

＜60 周年記念ロゴ＞ 
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 はちじょう 

八 條 中 学 校 
ＴＥＬ ９３６－２１２１  ＦＡＸ ９３５－６６０７ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 2 0 0 2 8 

第１６回八條北小学校・八條中学校 
小中合同大運動会 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
生 徒 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市大字八條５５５番地 

檜 田  勝 巳 

笹 嶋  京 子 

１１２名（５月１日現在） 

１５名 

５学級 
１１月５日 

学校教育目標 『 心豊かに 共に伸びゆく生徒  ―時を守り 場を清め 礼を正す― 』 

【目指す学校像】 

⑴学力・体力が向上する学校（ＩＣＴ機器の効果的な活用） 

⑵安心・安全な学校（いじめ撲滅、災害への対応、安全管理等） 

 ⑶凛とした返事・挨拶がある、きれいな学校 

⑷夢の実現と「生き方」を支える学校（キャリア教育、進路指導、自己肯定感の向上） 

⑸地域とともに生きる学校 

【目指す生徒像】 

⑴仲間とともに、自らを高める生徒 ⑵思いやりをもち 行動できる生徒 ⑶規律を守り 礼儀正しい生徒 

【目指す教師像】 

 ⑴教職に対する強い情熱をもち続ける教師  

⑵教科指導や自己の重点領域の力量を向上し続ける教師 

 ⑶生徒にとって「なりたい大人」の姿を示せるよう自分を磨き続ける教師 

 や わ た  

八 幡 中 学 校 
ＴＥＬ ９９７－１０２７  ＦＡＸ ９９７－９０６９ 

https://yashio.schoolweb.ne.jp/1120029 
所 在 地 
校 長 
教 頭 
生 徒 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市緑町四丁目１９番地１ 

和  田  進 

菅 原 史 吉 

３３２名（５月１日現在) 

２６名 

１２学級 

１１月１日 （株）SATO との企業コラボ（総合学習） 

学校教育目標  『人を大切にする生徒・自分の考えを持ち表現できる生徒・挑戦し続ける生徒』 

重 点 目 標   ３つの基本「時を守り、場を清め、礼を正す」 

【学校経営方針】 
１ 教職員の共通理解のもと、組織を生かし、保護者・地域から信頼される教育を推進します。 

２ 大学や地域・企業と連携し、教育の質を高め、社会に開かれた学校を創ります。 

３ 生徒の安心・安全を第一に、施設管理や教育環境の整備を行います。 

４ 八潮市小中一貫教育指定校として、学力・体力の向上と豊かな心の育成を図ります。 

５ 実践的な研修等を通して、学校の教育活動の充実と働き方改革の両立を目指します。 

【めざす学校像】－生徒が輝き、夢や希望を育む学校－ 
①や：優しさと思いやりを育む学校 ②わ：私とあなたの考えを大切にする学校  

③た：絶えず挑戦する生徒を育成する学校 

【八幡中学校教員宣言】令和７年４月１日 
一、教職に対する強い情熱を持ち続けます。 

二、担当教科や分野の力量を向上し続けます。 

三、生徒にとって「なりたい大人」の姿を示せるよう自分を磨き続けます。 
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し お ど め  

潮 止 中 学 校 
ＴＥＬ ９９６－７３２５  ＦＡＸ ９９７－９０７４ 

h t t p s : / / y a s h i o . s c h o o l w e b . n e . j p / 1 1 2 0 0 3 0 

 

所 在 地 
校 長 
教 頭 
生 徒 数 
教 職 員 数 
学 級 数 
開校記念日 

八潮市大字古新田５３０番地 

平 越 紀 英 

山 﨑 京 子 

４５９名（５月１日現在） 

２９名   

１５学級 

１１月１１日 
 
 

学校教育目標  「自ら学び 考え 進んで実行」 
 
 
 
 
研 究 主 題    「学力・体力の向上と豊かな心を育成する小中一貫教育の推進」 

～ 「深い理解」を育む授業展開を通して、自力で学びをまとめ・つなげられる生徒の育成 ～ 
 

本校は、昭和５５年に開校した市内で最も新しい学校です。つくばエクスプレス開通にともない八潮駅に

近い立地から、本学校区では宅地化が急ピッチで進んでいます。「潮止晩ネギ」、「八潮漬菜」という野菜の名

称にあるように元々は、園芸農業の盛んな地域です。作物づくりには、愛情と手間が不可欠だそうです。教

育も同じです。地域に嫁いできた娘さんは、よく「子育ては作物を作るように」と言われたそうです。この

ことは、本校の向学心に燃えた明るく穏やかな子ども達の育ちの背景でもあります。 

 本校の子ども達は、知・徳・体をバランス良く習得し、自主自立した姿が地域の信頼を育んできていま

す。そして、本校は子ども達が卒業した後も、節目節目に帰る「心の学舎」であります。 

 

【特色ある教育】 

①小中一貫教育（ジョイント教室、出前授業等）の実施 

②地域の社会人に学ぶ等の特色ある進路指導・キャリア教育 

③ノーチャイム・２分前学習・部活動における自主自立の確立 

 

小中学校の年間行事予定 
 

小 学 校 中 学 校 

入 学 式 令 和 ７ 年  ４ 月 ８ 日 （ 火 ） 入 学 式 令 和 ７ 年  ４ 月 ８ 日 （ 火 ） 

 1 学期始業式 令 和 ７ 年  ４ 月 ８ 日 （ 火 ）  1 学期始業式 令 和 ７ 年  ４ 月 ８ 日 （ 火 ） 

 1 学期終業式 令和７年 ７月１８日（金）  1 学期終業式 令和７年 ７月１８日（金） 

 2 学期始業式 令和７年 ８月２５日（月）  2 学期始業式 令和７年 ８月２５日（月） 

 2 学期終業式 令和７年１２月２４日（水）  2 学期終業式 令和７年１２月２４日（水） 

 3 学期始業式 令和８年 １月  ８日（木）  3 学期始業式 令和８年 １月 ８日（木） 

 3 学期修了式 令和８年 ３月２６日（木）  3 学期修了式 令和８年 ３月２６日（木） 

卒 業 式 令和８年 ３月２５日（水） 卒 業 式 令和８年 ３月１３日（金） 

 

〈 学校経営基本理念 〉 
合 言 葉 ： 「みんなでやる」    
経営の提要 ： 「和」を大切にし、一隅を照らす人づくり 
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「清純 真摯」
八潮市大字鶴ヶ曽根６５０番地
白井　智也
９８名（５月１日現在）
２１名
３学年４学級 　の実現を目指す。

５月２２日 　しての自覚や責任を育てる。
https://yashio-h.spec.ed.jp

　る。

①大学進学　　　３６名（４年制大学）
②専門学校進学　３８名
③就職　　　　　４７名（うち公務員２名）

『勉学　誠実　実行』
八潮市大字南川崎５１９番地１
福島　聡
６１１名（５月１日現在） ◇生徒の防災・交通安全意識を高めるとともに、主体
７１名 　的行動力を育て、安全で快適な学校を目指す。
１８学級 ◇資格取得や主体的・対話的で深い学びを通じて、生
６ 月 ２ 日 　徒の学びに向かう力を育てるとともに、プレゼンテ

    http://www.yashiominami-h.spec 　ーション能力の向上を目指す。
.ed.jp ◇生徒の様々な活動を通じて本校の魅力を積極的に発
kyoumu@yashiominami-h.spec.ed.jp 　信し、地域に愛される集団を目指す。

TEL　995-5700　FAX　998-1293

会に貢献できる人材を育成する学校

 本校は1973年に創立し50年以上の伝統と歴史を
もつ全日制の普通科高校です。「清純　真摯」の
校訓のもと、社会で力強く生きる人材の育成を目
指して様々な取組を行ってきました。現在「県内
初の普通科体育コース」１クラス、より高い進路
希望にチャレンジする「特伸クラス」１クラスを
含め、全４クラスで切磋琢磨しています。令和８
年３月末で５１期生の卒業をもって校舎を閉じ、
令和８年４月からは、八潮南高等学校と統合して
「埼玉県立八潮フロンティア高等学校」となりま
す。

Ｅ メ ー ル

校訓
所在地

ホームページ

校 訓
所 在 地
校 長
生 徒 数
教 職 員 数
学 級 数

211名
213名

114名
129名

97名
84名

347名

・専門学校　７３名

令和７年度　重点目標

就　職 ・民間　　７７名　　・公務員　　３名

市内 市外

・大学　　　４２名　　・短期大学　２名

83名
264名

令和７年度　目指す学校像

３年 98名

◎　市内生徒のしめる割合（５月１日現在）

進　学

◇学習支援をとおして、基礎学力の定着と向上を図る。

◇基本的生活習慣を身に付けさせながら、社会の一員と

◇保護者・地域と連携し、開かれた学校づくりを推進す

◎　進路決定状況（令和７年３月末現在）

計

計 市内生徒の割合

◇生徒一人ひとりに寄り添いながら、より高い進路希望
学級数

開 校 記 念 日

市内
◎　市内生徒のしめる割合（５月１日現在）

市外

ホームページ

校長
生徒数

教職員数

市内の県立高等学校
埼玉県立八潮高等学校

令和７年度　重点目標

TEL 996-1130　FAX 994-1286 令和７年度　目指す学校像
「清純 真摯」の校訓のもと、未来につながる学びを通し
社会の中で力強く生きる力を育てる学校

104名

35名

　人間力・学力・社会人基礎力を身に付け、専門的な

自営・他 　１８名

39.4%

◎　進学決定率 １００％　　就職決定率 １００％

学びなどを活かして仲間や地域と協働しながら地域社

２年
44.4%
43.2%計

３年 187名

市内生徒の割合

46.0%

611名

計
１年

開 校 記 念 日

埼玉県立八潮南高等学校

35.7%
35名 63名 98名 35.7%

63名

　本校は昭和５９年に創立され、今年で４２年目
を迎えます。普通科・商業科・情報処理科の３学
科併設校です。開校当初より「地域に根ざした学
校」「生徒の面倒をとことん見る学校」づくりを
行っています。また、商業の専門学科を有するた
め最新のスペックを搭載したコンピュータが２０
０台（５教室）あります。この環境は、地域ナン
バー１を誇っています。
　部活動では、運動部・文化部ともに、多くの部
活動が県大会に出場し、活躍しています。
　校歌は、古関裕而先生の作曲で、生徒は誇りを
持って歌っています。
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学童保育所は、児童が心身ともに健やかに成長することを願い、学童保育指導員が保護者

の代わりに、ともに遊んだり学んだりするところです。

《　目的　》

保護者の就労等により、放課後に保育の必要性がある小学校に就学している児童の健全育成を

図ることを目的としています。

《　公設公営学童保育所一覧　》

※入所申請・各種届出の手続きは、教育総務課庶務係で行います。

 997-7195（Ａ組）

 999-1601（Ｂ組）

 997-6821（Ａ組）

 998-1160（Ｂ組）

 998-0043

 998-9550（Ａ組）

 998-2019（Ｂ組）

 998-2019（Ｃ組）

 998-9006 はちじょう学童保育所  八條  30人  鶴ヶ曽根1

平日：放課後～18:30
土曜日：8:00～18:30

学校の休日、夏休みの平日等：
8:00～18:30

 だいばら学童保育所  大原  90人  八潮7-42-1

 わかくさ学童保育所  潮止  70人  南川崎826-3

 やわた学童保育所  八幡  60人  中央4-21-25

 やなぎのみや学童保育所

学童保育所 小学校 定員 所在地 電話番号 開所時間

 柳之宮  30人  柳之宮140

八潮市内学童保育所一覧（令和７年度４月）
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《　公設民営学童保育所一覧　》

※入所申請・各種届出の手続きは各学童保育所で行います。

《　民設民営学童保育所一覧　》

※入所申請・各種届出の手続きは各学童保育所で行います。

《　休所日　》

休所日は、日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日から１月３日まで）となります。

その他、教育委員会が認める日も休所となります。

 茜町1-1-4  048-950-8115

 048-954-7272

 ちくみキッズクラブ第２

平日：放課後～19:00
土曜日：8:00～18:30

学校の休日、夏休みの平日等：8:00
～19:00

 コビーアフタースクール
 やしお しおどめ

 潮止  60人  南川崎649-1  048-950-8121

 おおぜのもり学童クラブ  大瀬  30人  大瀬4-3-1  048-951-3216

平日：放課後～19:30
土曜日：8:00～18:30

学校の休日、夏休みの平日等：
8:00～19:30

 ちくみキッズクラブ  大瀬  60人  南川崎771

 コビーアフタースクール
 やしお

 中川  40人  大瀬1661-2  048-959-9737

 コビーアフタースクール
 やしおST

 大曽根  30人

平日：放課後～19:30
土曜日：8:00～18:30

学校の休日、夏休みの平日等：
8:00～19:30

学童保育所 小学校 定員 所在地 電話番号 開所時間

 大瀬  60人  南川崎717－2  048-954-4925

 けやき学童クラブ  大曽根  80人  垳127-2  048-994-1500

 おおぜ学童保育所  大瀬  80人  大瀬3-9-1  048-998-9088

学童保育所 小学校 定員 所在地 電話番号 開所時間

 048-936-8205

 どんぐり学童クラブ  松之木  60人  緑町4-1-1  048-996-2216
平日：放課後～18:30
土曜日：8:00～18:30

学校の休日、夏休みの平日等：
8:00～18:30

 はちじょうきた学童保育所  八條北  30人  八條1150
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開館日　昭和５８年５月１７日

所在地　八潮市中央三丁目３２番地１１

ＴＥＬ　048－995－6215　ＦＡＸ　048－997－9021

【方針】

　いつの時代においても子どもたちをはじめ、

障がいの有無に関わらず、多くの市民が読書

を通じて大きな喜びを得ることが出来るよう

読書環境と読書活動支援の充実強化に取り組

みます。

【特色】

中央館的機能を持つ当館では、多様な

蔵書構成を目指し、郷土資料の収集等の

ほか、公共図書館との図書の相互貸借の

拠点施設となっています。

　また、児童に図書への親しみを感じてもらうことを目的とし、子どもの読書離れを防ぐ

児童向けサービス事業にも、力を入れて取り組んでいます。市内の図書館から遠隔地の小

学校を巡回して、おはなし会やブックトークを行う「なかよしぶっく」をはじめ、「調べ

る学習コンクール」、「ぬいぐるみのおとまり会」など幅広い事業を行っています。

開設日　平成２２年７月１日

所在地　八潮市大瀬一丁目１番地１　八潮市役所駅前出張所内

ＴＥＬ　048－930－7501　ＦＡＸ　048－998－3361

【取扱サービス】

・図書などの予約・貸出・返却

・図書館システムによる図書などの検索

・八幡・八條両図書館の図書などについての相談

【開館時間】

 月曜日から金曜日の午前９時から午後７時まで

（祝日・年末年始など駅前出張所の休所日を除く）

駅前出張所図書窓口

駅前出張所図書窓口

　　     やわた     　としょかん　

りらーと八幡【図書館】

クリスマスおはなし会

えきまえしゅっちょうじょとしょまどぐち
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開館日　平成１２年４月１日

所在地　八潮市大字八條２７５３番地４６

ＴＥＬ　048－994－5500　ＦＡＸ　048－999－3232

【方針】

　いつの時代においても子どもたちをはじめ、

障がいの有無に関わらず、多くの市民が読書

を通じて大きな喜びを得ることが出来るよう

読書環境と読書活動支援の充実強化に取り組

みます。

平成２５年度から指定管理者によって管理

運営が行われております。

【特色】

　一般書コーナーはフローリング、児童書コーナーはコルク張り、また書架は全て木製

で、木のぬくもりと優しさを演出しています。書架は低めに抑えられており、また、窓

も大きく採ってあるため、明るく開放感が感じられる施設となっています。

　館内の蔵書には、図書資料だけでなく、ＣＤなどの音楽資料やＤＶＤをはじめとする

映像資料もあり、多種多様な学習要求に応えられる施設となっています。

　毎月の特集図書展示をはじめ、様々なテーマの特集コーナーの設置や本に関する事業

を充実させ、新たな本との出会いの場を提供しています。

特集図書コーナー

　　　　はちじょう　　　としょかん

りらーと八條【図書館】

写真

ファミリーマジック☆ショー＆おはなし会

写真① 写真②
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開館日　昭和５８年５月１７日

所在地　八潮市中央三丁目３２番地１１

ＴＥＬ　048－995－6216  ＦＡＸ　048－995－6871

【方針】 【特色】

　社会教育活動の拠点としての従来の役割と 　地域における社会教育活動の拠点として、

ともに、身近な施設として地域の様々な人が 教育・環境・趣味等の体系分野別に市民ニー

集い、気軽に立ち寄りたくなるような魅力あ ズと社会の要請や地域課題解決に向けた事業

る施設となるよう施設環境と学習講座・交流 を開催しています。

活動支援の充実に努めています。 　施設は、誰もが気楽に立ち寄れる公民館づ

くりをコンセプトに、施設中央部に交流の場

としてフリースペースを設けるなど、誰もが

安全に利用しやすい施設となっています。

●　各種講座（予定）

①　ＩＴ講座　　　　　　７月～２月 ⑥　人権講座　　　　　　　８月～１月

②　趣味講座　　　　　　５月～３月 ⑦　家庭教育講座　　　　　９月～２月

③　子ども講座　　　　８月～１２月 ⑧　料理講座　　　　　　　７月～２月

④　教養講座　　　　　１０月～３月 ⑨　環境講座　　　　　　　　　　８月

⑤　健康講座　　　　　　　　　５月 ⑩　移動公民館事業　　　　７月～２月

●　イベントの開催（予定）

①　第３４回書道展　　　６月６日～６月８日

②　第４２回美術展覧会　９月２４日

③　第５１回市民文化祭　１１月１日・２日

④　第４１回市民音楽祭　１１月２３日

～９月２８日

りらーと八幡【公民館】

文学歴史講座「『源氏物語』の時代
～文化を創る女性たち」

父の日お菓子づくり教室

健康太極拳教室

やわた こうみんかん

公民館の事業
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開館日　平成１２年４月１日

所在地　八潮市大字八條２７５３番地４６

ＴＥＬ　048－994－3200  ＦＡＸ　048－999－3232

【方針】 【特色】

　社会教育活動の拠点としての従来の役割と 　地域における社会教育活動の拠点として、

ともに、身近な施設として地域の様々な人が 教育・環境・趣味等の体系分野別に市民ニー

集い、気軽に立ち寄りたくなるような魅力あ ズと社会の要請や地域課題解決に向けた事業

る施設となるよう施設環境と学習講座・交流 を開催しています。

活動支援の充実に努めています。 　施設は、映像・音響機器を備えた「大ホー

　平成２５年４月１日から指定管理者によっ ル」(会議室１、２併用)や、日本情緒を感じ

て管理運営が行われております。 させる「和室(１)(２)」など、様々な用途に

合わせて使用できる施設となっています。

●　各種講座（予定）

①　子ども講座　　　　　５月～１２月 ⑤　健康増進講座　　　　　　４月～３月

②　教養講座　　　　　　　　　　４月 ⑥　交流講座　　　　　　　　４月～３月

③　家庭教育講座　　　　５月～１０月 ⑦　文化講座　　　　　　　　５月～３月

④　科学講座　　　　　　　４月～３月 ⑧　防災講座　　　　　　　　　　　３月

ふれあいサロン～ちぎり絵アート＆ぬり絵～

公民館の事業

楽しいガーデニング講座

コンサート

はちじょう こうみんかん

りらーと八條【公民館】

科学フェスタ

－　　－44



開館日　平成元年１１月２３日

所在地　八潮市大字南後谷７６３番地５０

ＴＥＬ　048－997－6666　ＦＡＸ　048－997－8998

【方針】 　個性あふれる豊かな市民文化づくり　

【特色】 　八潮市立資料館は「水と生活」を基調

テーマに、八潮の歴史を紹介する施設です。

　１階には歴史資料などを閲覧できる歴史図書室

があり、八潮市史をはじめ、県内の市町村史や全

国の郷土史等の歴史資料が閲覧できます。

　２階の常設展示室では、かつて舟運に使われて

いた伝馬船の模型や江戸時代から続く伝統的な長

板中型染めなどを中心に、水を利用してきた人々の歴史を振り返ることができます。

　企画展示室では、市の特色ある歴史や文化をテーマとした企画展示を行っています。

　利用施設として、学習室、会議室、視聴覚講座室、企画展示室があるほか、敷地内には明

治９年（1876年）に建てられた旧藤波家住宅（市指定文化財）と築山があり、大型農家の間

取りや当時使われていた生活具や農具などが展示され、活用することができます。

・体験講座

「白玉づくり」 　５／３１ 「わら細工づくり」 １２／６

「藍染めうちわづくり」 　８／２ 「万作踊り体験」 １２／２０

「藍染めハンカチづくり」 　８／２３ 「雛飾りづくり」 １／２４

「はんこづくり」 　１０／１８ 「昔の暮らし体験」 ２／２８

・展示会

第53回企画展「紐解く八潮のモノ語り―今遺したい昔話・伝承―８／９～９／２８

第54回企画展「昭和時代の八潮(仮)」 １／２４～３／８

・季節展示

「端午の節句」 ４／１９～５／１１ 「ひなまつり」 ２／１４～３／８

・各種講座

資料館講座 歴史講座

「田沼時代・寛政改革期の八潮」 ７／２７ 「絵図でたどろう 

「八潮と蛇の物語」 ９／２８ ～鶴ケ曽根の史跡巡り～」

「第54回企画展関連講座」 ３／８ 「桶川の史跡巡り(仮)」

「文化財の活用を考える」１１月頃

やしおしりつしりょうかん

八潮市立資料館 

資料館の講座･展示

第52回企画展「八潮はじまりのム
ラ」

９月頃

４／２３
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開所日　昭和５４年４月１日

所在地　八潮市大字鶴ヶ曽根１番地

ＴＥＬ　048－995－0077　ＦＡＸ　048－997－0105

【方針】

　市民の心のよりどころとなる教育相談所

の充実・発展を図るとともに、適応指導教

室「フレンドスクール」も開設しています。

【特色】

１．教育相談所では

　次のようなことでお悩みの保護者の方

やお子さんの相談に応じています。

２．相談する場合は

(1) 相談方法

①　電話相談

②　来所相談 …… 電話で事前に予約を入れてください。

(2) 相談受付時間

（八條小学校内西隣り）

　月曜日～金曜日、９：３０～１６：００

（市役所駅前出張所）

　月曜日・金曜日、１０：００～１５：００

※　ご相談の内容や秘密については厳守いたします。

※　事前に予約を入れてください。

３．適応指導教室「フレンドスクール」では

　学校に行く気持ちを持っているけれど、いろいろな理由から学校に行くことができない

お子さんに対して、集団への適応力や自立心を養うことを目的としています。

　生活のリズムを整えながら、学校復帰ができるように指導・支援しています。

☆フレンドスクールでの活動

※　市内の小・中学生を対象としています。

※　フレンドスクールへの通室につきましては、まず教育相談所までお電話ください。

八潮市教育相談所
やしおしきょういくそうだんじょ

(八條小学校内西隣り)

・不登校やいじめ

・非行問題
・子どものしつけ
・性格や行動

・発達相談

・特別支援に関わる相談
・就学相談
・ことばの相談

・きめ細かな学習支援
・カウンセリング
・体験活動（自然体験・社会体験・創作活動）
・軽スポーツ、ゲーム
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【通級による指導とは？】
　「小・中学校の通常の学級に在籍している児童生徒に対して、各教科等の指導を通常の学

級で行いつつ、障がいに応じた特別の指導を特別な場（通級指導教室）で行う教育の形態」

をいい、一人一人の子どもの課題の改善・克服をめざし、適切な指導を行う場として設置され

ています。

【対象となるお子さんは？】

　

　

　

【申込み、相談をしたい場合は？】
（1）現在小中学校に通っているお子さんは学校に申し込んでください。

（2）就学前のお子さんは教育委員会に申し込んでください。

（小中一貫教育指導課　996-4374直通）

所在地　八潮市中央一丁目２番地１
ＴＥＬ　048－996－4374　ＦＡＸ　048－998－0828

【方針】
　さまざまな問題を抱え、学校に長く通えなくなった子どもに対し、専任教育相談員や臨床

心理士が中心となり、本人の立ち直りに向けた支援と学校復帰に向けた支援を行います。

【特色】
○個別の学習プログラムを検討し支援にあたります。

○学校と連携を図り、意見交換や情報を細かく共有することにより、具体的な方策をたて

　ます。　

やしおしじりつしえんきょうしつ

八潮市自立支援教室 ｢すてっぷ教室｣ (教育委員会内)

きょうしつ

・正しく発音できない音がある

・唇や口蓋の状態が良くなかった
ために声や発音がうまくできない

・吃音がある
・その他ことばに不安がある

・特定の場面でしゃべらない
・学習の一部が極端に苦手
・落ち着きがなく情緒が不安定

・特定のものへ強いこだわりをもつ
・友達とのかかわりがうまくもてない
・感情の起伏が激しい

大曽根小学校内
八潮市大字垳５２７番地
ＴＥＬ ９９６－６３７２（学校代表）
ＴＥＬ/ＦＡＸ ９９７－２８０７（直通）

八幡小学校内
八潮市中央四丁目２１番地１６
ＴＥＬ ９９６－４０４２（学校代表）
ＴＥＬ/ＦＡＸ ９９７－８５３１（直通）

大原小学校内
八潮市八潮七丁目４２番地１
ＴＥＬ ９９７－１０２８（学校代表）
ＴＥＬ/ＦＡＸ ９９７－０００２（直通）

（ことばの教室）

難聴・言語

通級指導教室

はったつしょう ・ じょうちょしょう

つうきゅうしどうきょうしつ
発達障がい･情緒障がい

通級指導教室

なんちょう ・ げんご

つうきゅうしどうきょうしつ

難聴・言語通級指導教室 発達障がい・情緒障がい通級指導教室

八幡小学校内
八潮市中央四丁目２１番地１６
ＴＥＬ ９９６－４０４２（学校代表）
ＴＥＬ/ＦＡＸ ９９７－８５３１（直通）

きょうしつ
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教 育 施 設 等 の 位 置

凡 例

● 小学校

○ 中学校

▲ 高等学校

△ 私立幼稚園・

認定こども園

■ 社会教育施設

□ その他

八條中

八條北小

八條小

教育相談所

八條図書館

やしお生涯楽習館

八潮高

認定こども園

みひかり幼稚園

八潮ちくみ幼稚園

八潮市役所八潮メセナ

八潮中

エイトアリーナ

しおどめの森

松之木小

資料館
八幡中

柳之宮小

八幡小

八潮幼稚園

八條公民館

八幡図書館
八幡公民館

大原小

大原中

文化スポーツセンター

青和幼稚園

大曽根小

小倉あさひ幼稚園

潮止小

八潮南高

ゆまにて

大瀬小

潮止中

中川小

綾瀬川

中川
潮止橋

新中川橋

共和橋

八条橋

産業道路 葛西用水

柳之宮橋

桑袋大橋

浮花橋

ふれあい桜橋

大場川

垳川

認定こども園
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健康・命 わたしたちは、ひとつしかない尊い命を大切にし、

明るく健康な生活をします。

思いやり わたしたちは、いつも友だちや周囲の人に対する　

思いやりの心と感謝の心を持ち続けます。

家　　族 わたしたちは、かけがえのない家族を大切にし、

協力し合い助け合います。

夢・希望 わたしたちは、大きな夢や希望を持ち、自ら進んで

自分の道を切り開いていきます。

環　　境 わたしたちは、このまちの豊かな自然を大切にし、

環境にやさしい生活をします。

平成１４年１月１５日制定　　

発行日

発　行 八潮市教育委員会

〒340-8588

埼玉県八潮市中央一丁目２番地１

ＴＥＬ　048（996）2111（代表）

編　集 八潮市教育委員会事務局

教育部　教育総務課

ＴＥＬ　048（996）4281（直通）

ＦＡＸ　048（998）0828

https://www.city.yashio.lg.jp/

kyoikusomu@city.yashio.lg.jpＥ－Ｍａｉｌアドレス

子 ど も 憲 章

健やかに成長していくことを誓い、

ここに「八潮市子ども憲章」を定めます。

輝かしい未来と無限の可能性に向かい

水と緑に恵まれた八潮市に生きる私たちは、

令和７年７月３１日

ホームページアドレス

令和７年度　八潮の教育



◎　シンボルマーク

　シンボルマークのニックネームは、「八潮ツリー」。

　ＹＡＳＨＩＯの頭文字「Ｙ」をモチーフにしており、人が両手を広げている姿

あるいは大きく育つ大樹の形状をシンボライズ化しています。

　八潮市のキーワードとなる「あたたかさ」、「明るい未来」、「市民のエネル

ギー」をダイナミックで先進的な造形で表現しました。

　土台の濃い黄色は現在の市民、その中の淡い黄色は市役所を、その上に乗る緑

色の幹は現在の八潮市、青色の斜めの枝はこれからの八潮市、左の枝は伸び行く

市民、そして頂上の赤色は市民のエネルギーを表現しています。

住みやすさナンバー１のまち 八潮
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